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第１１章第１１章第１１章第１１章 

スヴァーヤンブヴァ・マヌ、スヴァーヤンブヴァ・マヌ、スヴァーヤンブヴァ・マヌ、スヴァーヤンブヴァ・マヌ、 

ドゥルヴァ・マハーラージャに停戦をドゥルヴァ・マハーラージャに停戦をドゥルヴァ・マハーラージャに停戦をドゥルヴァ・マハーラージャに停戦を求める求める求める求める 
 

第１節第１節第１節第１節 

 

MaE}aeYa ovac 
iNaXaMYa GadTaaMaevMa*zq<aa& DaNauiz Da]uv"  ) 
SaNdDae_ñMauPaSPa*XYa YaàaraYa<aiNaiMaRTaMa(  )) 1 )) 

 
マイトゥレーヤ ウヴァーチャ 

maitreya uväca 
 

ニシャミャ ガダターンム エーヴァンム 

niçamya gadatäm evam 
 

リシーナーンム ダハヌシ ドゥルヴァハ 

åñéëäà dhanuñi dhruvaù 
 

サンダデヘー ストゥランム ウパスプリッシャ 

sandadhe 'stram upaspåçya 
 

ヤン ナーラーヤナ・ニルミタンム 

yan näräyaëa-nirmitam 
 

maitreyaù uväca—聖者マイトゥレーヤが話し続けた; niçamya—聞いて; gadatäm—そ

の言葉; evam—そのように; åñéëäm—聖者たちの; dhanuñi—自分の弓に; dhruvaù—ドゥ

ルヴァ・マハーラージャ; sandadhe—取り付けた; astram—矢; upaspåçya—水に触れたあ

と; yat—〜であるもの; näräyaëa—ナーラーヤナによって; nirmitam—作られた。 
 

シュリー・マイトゥレーヤが言った。「ヴィドゥラよ。偉大な聖者たちの励ましのこシュリー・マイトゥレーヤが言った。「ヴィドゥラよ。偉大な聖者たちの励ましのこシュリー・マイトゥレーヤが言った。「ヴィドゥラよ。偉大な聖者たちの励ましのこシュリー・マイトゥレーヤが言った。「ヴィドゥラよ。偉大な聖者たちの励ましのこ

とばを聞いたドゥルヴァ・マハーラージャは、水に触れてアーチャマナをおこない、主とばを聞いたドゥルヴァ・マハーラージャは、水に触れてアーチャマナをおこない、主とばを聞いたドゥルヴァ・マハーラージャは、水に触れてアーチャマナをおこない、主とばを聞いたドゥルヴァ・マハーラージャは、水に触れてアーチャマナをおこない、主

ナーラーヤナが作った矢を取りだし、弓にナーラーヤナが作った矢を取りだし、弓にナーラーヤナが作った矢を取りだし、弓にナーラーヤナが作った矢を取りだし、弓にあてがったあてがったあてがったあてがった。。。。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ドゥルヴァ・マハーラージャは、主ナーラーヤナ自身が作ったという矢をさずかっており、

今その矢を弓にあてがい、ヤクシャ族が作りだした幻影を吹き飛ばそうとしています。『バ

ガヴァッド・ギーター』（第７章・第14節）ではmäm eva ye prapadyante mäyäm etäà 

taranti te （マーンム エーヴァ イェー プラパデャンテー マーヤーンム エータンム タランティ テー）と
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言われています。ナーラーヤナ、すなわち最高人格主神の助けがなければ、幻想エネルギー

の脅威に対抗することはできません。シュリー・チャイタンニャ・マハープラブも、この時

代のためのすばらしい武器を私たちにさずけています。『シュリーマド・バーガヴァタム』

で述べられているsäìgopäìgästra（サーンゴーパーンガーストゥラ）です。現代に用意された

näräyaëästra（ナーラーヤナーストゥラ）「マーヤーを一掃する武器」は、主チャイタンニャと

その交流者、アドヴァイタ・プラブ、ニテャーナンダ、ガダーダラ、シュリーヴァーサとと

もにハレー・クリシュナ・マントラを唱名する方法です。 

 

第２節第２節第２節第２節 

 

SaNDaqYaMaaNa WTaiSMaNMaaYaa Gauùk-iNaiMaRTaa" ) 
i+aPa[& ivNaeéuivRdur (c)e-Xaa jaNaaedYae YaQaa  )) 2 )) 

 
サンディーヤマーナ エータスミン 

sandhéyamäna etasmin 
 

マーヤー グヒャカ・ニルミターハ 

mäyä guhyaka-nirmitäù 
 

クシプランム ヴィネーシュル ヴィドゥラ 

kñipraà vineçur vidura 
 

クレーシャー ギャーノーダイェー ヤタハー 

kleçä jïänodaye yathä 
 

sandhéyamäne—弓にあてがとうとする間 ; etasmin—このナーラーヤナーストラ ; 

mäyäù—幻影; guhyaka-nirmitäù—ヤクシャ族に作り出された; kñipram—またたくまに; 

vineçuù— 破 壊 さ れ た ; vidura— お お 、 ヴ ィ ド ゥ ラ ; kleçäù— 幻 の 苦 痛 と 喜 び ; 

jïäna-udaye—知識の出現と共に; yathä—〜のように。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャがナーラーヤナーストラの矢を弓にあてがった瞬間、ヤドゥルヴァ・マハーラージャがナーラーヤナーストラの矢を弓にあてがった瞬間、ヤドゥルヴァ・マハーラージャがナーラーヤナーストラの矢を弓にあてがった瞬間、ヤドゥルヴァ・マハーラージャがナーラーヤナーストラの矢を弓にあてがった瞬間、ヤ

クシャ族が作りだした幻影はまたたくまに消えうせた。自己を完全に認識したときに、クシャ族が作りだした幻影はまたたくまに消えうせた。自己を完全に認識したときに、クシャ族が作りだした幻影はまたたくまに消えうせた。自己を完全に認識したときに、クシャ族が作りだした幻影はまたたくまに消えうせた。自己を完全に認識したときに、

あらゆる物質的苦痛と喜びが消えさっていくように。あらゆる物質的苦痛と喜びが消えさっていくように。あらゆる物質的苦痛と喜びが消えさっていくように。あらゆる物質的苦痛と喜びが消えさっていくように。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

クリシュナは太陽、そしてクリシュナの幻想エネルギー・マーヤーは暗闇のようなもので

す。暗闇が光のない状態を指すように、マーヤーはクリシュナ意識のない状態を指します。

クリシュナ意識とマーヤーはいつも、並行して存在しています。クリシュナ意識がめざめた

瞬間、どのような幻の苦痛も喜びも消えていきます。Mäyäm etäà taranti te（マーヤーンム エ
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ーターンム タランティ テー）（『バガヴァッド・ギーター』第７章・第14節）。マハー・マン

トラを唱えつづけることが、私たちをマーヤーの幻想の力から解放させてくれるのです。 

 

第３節第３節第３節第３節 

 

TaSYaazaRñ& DaNauiz Pa[YauÅTa" 
Sauv<aRPau«a"  k-l/h&SavaSaSa"   ) 

iviNa"Sa*Taa AaivivéuiÜRzØl&/ 
YaQaa vNa& >aqMarva" iXa%i<@Na" )) 3 )) 

 
タッシャールシャーストゥランム ダハヌシ プラユンジャタハ 

tasyärñästraà dhanuñi prayuïjataù 
 

スヴァルナ・プンカハーハ カラハンムサ・ヴァーササハ 

suvarëa-puìkhäù kalahaàsa-väsasaù 
 

ヴィニフスリター アーヴィヴィシュル ドゥヴィシャドゥ・バランム 

viniùsåtä äviviçur dviñad-balaà 
 

ヤタハー ヴァナンム ビヒーマ・ラヴァーハ シカハンディナハ 

yathä vanaà bhéma-raväù çikhaëòinaù 
 

tasya—ドゥルヴァが〜したとき; ärña-astram—ナーラーヤナ・リシによって与えられた

武器; dhanuñi—自分の弓に; prayuïjataù—固定した; suvarëa-puìkhäù—⻩⾦の軸の

（矢）; kalahaàsa-väsasaù—白鳥の翼のような羽; viniùsåtäù—飛び出した; äviviçuù—入

った; dviñat-balam—敵兵; yathä—〜のように; vanam—森の中に; bhéma-raväù—けたた

ましい音をたてて; çikhaëòinaù—孔雀。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャが、ナーラーヤナ・リシによって作られた武器を弓にあドゥルヴァ・マハーラージャが、ナーラーヤナ・リシによって作られた武器を弓にあドゥルヴァ・マハーラージャが、ナーラーヤナ・リシによって作られた武器を弓にあドゥルヴァ・マハーラージャが、ナーラーヤナ・リシによって作られた武器を弓にあ

てがったそのとき、⻩⾦の軸に白鳥の翼のような羽をつけたその矢はすぐさま飛びだしてがったそのとき、⻩⾦の軸に白鳥の翼のような羽をつけたその矢はすぐさま飛びだしてがったそのとき、⻩⾦の軸に白鳥の翼のような羽をつけたその矢はすぐさま飛びだしてがったそのとき、⻩⾦の軸に白鳥の翼のような羽をつけたその矢はすぐさま飛びだし

た。そして轟音とともに敵兵のまっただ中に突入していった。孔雀が鋭い声をあげながた。そして轟音とともに敵兵のまっただ中に突入していった。孔雀が鋭い声をあげながた。そして轟音とともに敵兵のまっただ中に突入していった。孔雀が鋭い声をあげながた。そして轟音とともに敵兵のまっただ中に突入していった。孔雀が鋭い声をあげなが

ら森にはいっていくように。ら森にはいっていくように。ら森にはいっていくように。ら森にはいっていくように。 

 

第４節第４節第４節第４節 

 

TaEiSTaGMaDaarE" Pa[DaNae iXal/IMau%E‚ 
irTaSTaTa" Pau<YaJaNaa oPad]uTaa"  ) 

TaMa>YaDaavNa( ku-iPaTaa odaYauDaa" 
SauPa<aRMauàÖf-<aa wvahYa"    )) 4 )) 
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タイス ティグマ・ダハーライヒ プラダハネー シリー・ムカハイル 

tais tigma-dhäraiù pradhane çilé-mukhair 
 

イタス タタハ プニャ・ジャナー ウパドゥルターハ 

itas tataù puëya-janä upadrutäù 
 

タンム アビャダハーヴァン クピター ウダーユダハーハ 

tam abhyadhävan kupitä udäyudhäù 
 

スパルナンム ウンナッダハ・パハナー イヴァーハヤハ 

suparëam unnaddha-phaëä ivähayaù 
 

taiù— そ れ ら に よ っ て ; tigma-dhäraiù— 鋭 い 切 っ 先 の ; pradhane— 戦 場 で ; 

çilé-mukhaiù—矢; itaù tataù—ここかしこ; puëya-janäù—ヤクシャ族; upadrutäù—殺気

だって ; tam—ドゥルヴァ・マハーラージャに向かって ; abhyadhävan—突進した ; 

kupitäù—怒って ; udäyudhäù—武器を振り上げて ; suparëam—ガルダに向かって ; 

unnaddha-phaëäù—鎌首をもたげて; iva—〜のように; ahayaù—蛇。 
 

鋭い矢が敵兵たちを動揺させ、なかには卒倒しかけた者もいる。が、戦場に居並ぶさ鋭い矢が敵兵たちを動揺させ、なかには卒倒しかけた者もいる。が、戦場に居並ぶさ鋭い矢が敵兵たちを動揺させ、なかには卒倒しかけた者もいる。が、戦場に居並ぶさ鋭い矢が敵兵たちを動揺させ、なかには卒倒しかけた者もいる。が、戦場に居並ぶさ

まざまなヤクシャ族はドゥルヴァ・マハーラージャに激しい敵対心を燃やし、かろうじまざまなヤクシャ族はドゥルヴァ・マハーラージャに激しい敵対心を燃やし、かろうじまざまなヤクシャ族はドゥルヴァ・マハーラージャに激しい敵対心を燃やし、かろうじまざまなヤクシャ族はドゥルヴァ・マハーラージャに激しい敵対心を燃やし、かろうじ

て武器をかき集め、いっせいに攻撃て武器をかき集め、いっせいに攻撃て武器をかき集め、いっせいに攻撃て武器をかき集め、いっせいに攻撃を再開した。ガルダに挑発された蛇たちが鎌首をもを再開した。ガルダに挑発された蛇たちが鎌首をもを再開した。ガルダに挑発された蛇たちが鎌首をもを再開した。ガルダに挑発された蛇たちが鎌首をも

たげてガルダに突進するかのように。たげてガルダに突進するかのように。たげてガルダに突進するかのように。たげてガルダに突進するかのように。 

 

第５節第５節第５節第５節 

 

Sa TaaNa( Pa*zTkE-ri>aDaavTaae Ma*Dae 
iNak*-tabahUåiXaraeDaraedraNa(   ) 

iNaNaaYa l/aek&- ParMakR-Ma<@l&/ 
v]JaiNTa iNai>aRÛ YaMaUßR„reTaSa" )) 5 )) 

 
サ ターン プリシャトゥカイル アビヒダハーヴァトー ムリデヘー 

sa tän påñatkair abhidhävato mådhe 
 

ニクリッタ・バーフール・シローダハローダラーン 

nikåtta-bähüru-çirodharodarän 
 

ニナーヤ ローカンム パランム アルカ・マンダランム 

ninäya lokaà param arka-maëòalaà 
 

ヴラジャンティ ニルビヒデャ ヤンム ウールドゥヴァ・レータサハ 

vrajanti nirbhidya yam ürdhva-retasaù 
 

saù—彼（ドゥルヴァ・マハーラージャ）; tän—すべてのヤクシャ族; påñatkaiù—彼の矢

によって; abhidhävataù—進んでくる; mådhe—戦場で; nikåtta—切り離されて; bähu—腕; 
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üru—腿; çiraù-dhara—首; udarän—そして腹部; ninäya—送った; lokam—その惑星に; 

param—最上の; arka-maëòalam—太陽; vrajanti—行く; nirbhidya—貫いている; yam—

それに; ürdhva-retasaù—いつ何時も射精をしない者たち。 
 

ヤクシャ族たちが突進してくるのを見たドゥルヴァ・マハーラージャは、すぐさま矢ヤクシャ族たちが突進してくるのを見たドゥルヴァ・マハーラージャは、すぐさま矢ヤクシャ族たちが突進してくるのを見たドゥルヴァ・マハーラージャは、すぐさま矢ヤクシャ族たちが突進してくるのを見たドゥルヴァ・マハーラージャは、すぐさま矢

を放ち、かを放ち、かを放ち、かを放ち、かれらを打ち砕いた。かれらの腕、足、頭、腹を胴体から切り離し、決して射れらを打ち砕いた。かれらの腕、足、頭、腹を胴体から切り離し、決して射れらを打ち砕いた。かれらの腕、足、頭、腹を胴体から切り離し、決して射れらを打ち砕いた。かれらの腕、足、頭、腹を胴体から切り離し、決して射

精しない最上のブラフマチャーリーだけが行けるという、太陽の上位にある天体系にヤ精しない最上のブラフマチャーリーだけが行けるという、太陽の上位にある天体系にヤ精しない最上のブラフマチャーリーだけが行けるという、太陽の上位にある天体系にヤ精しない最上のブラフマチャーリーだけが行けるという、太陽の上位にある天体系にヤ

クシャ族を送った。クシャ族を送った。クシャ族を送った。クシャ族を送った。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主に、あるいは主の献愛者に殺されるのは、献愛者でない人々には喜ばしいことです。ヤ

クシャ族はドゥルヴァ・マハーラージャに手当たり次第に殺されましたが、決して射精しな

いブラフマチャーリーだけが行ける天体系に高められました。主に殺される非人格論者のギ

ャーニーや悪魔たちはブラフマローカ、あるいはサテャローカに高められます。この節のい

うサテャローカに到達するには、太陽よりもさらに上に行かなくてはなりません。ですから、

殺すことが悪いとはかぎらないのです。その殺害が偉大な儀式として最高人格主神や献愛者

によってなされれば、殺される生命体には恩恵になります。よく言われる非暴力の概念は、

最高人格主神あるいは献愛者による殺害とは比較の対象にもなりません。王や国が殺人者を

殺すことは、殺人を犯した者を救うことになります。罪の反動がすべて解消されるからです。 

この節で重要なことばはürdhva-retasaù（ウールドゥヴァ・レータサハ）で、これは「決して射

精をしないブラフマチャーリー」という意味です。独身であることには重要な意味があり、

ヴェーダで定められている苦行、改悛、儀式を経験しなくても、純粋なブラフマチャーリー、

すなわち精液を出さない生涯をおくった結果、死んだあとサテャローカに高められます。一

般的に、性生活にはさまざまな制限が設けられており、グリハスタだけが制限付の性生活を

送ることができます。それ以外の人々は、セックスを断たなくてはなりません。現代人は射

精しないことの価値を知らないため、物質的な質を強め、もろもろの束縛をうけ、苦闘だけ

の生活を強いられます。「ウールドゥヴァ・レータサハ」は、とくに、厳格な苦行の原則に

従うマーヤーヴァーディーのサンニャーシーを指しています。しかし、『バガヴァッド・ギ

ーター』（第８章・第16節）で主は、äbrahma-bhuvanäl lokäù punar ävartino 'rjuna（ア

ーブラフマ・ブヴァナール ローカーハ プナル アーヴァルティノー ルジュナ）、たとえブラフマローカま

で高められてもふたたびもどってこなくてはならない、と言っています。ですから、ほんと

うのムクティ（mukti）・解脱は、献愛奉仕だけによって達成できるものです。献愛奉仕を

すればブラフマローカよりも高い場所、そして行けば決してもどってこない精神界に高めら

れるからです。マーヤーヴァーディーのサンニャーシーは解脱したと自慢げに言いますが、
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ほんとうの解脱は、献愛奉仕をとおして至高主と接触しないかぎり達成できるものではあり

ません。ヴェーダ経典では、harià vinä na måtim taranti（ハリンム ヴィナー ナ ムリティンム 

タランティ）、クリシュナの慈悲がなければ、だれも解脱を達成することはできない、と言わ

れています。 

 

第６節第６節第６節第６節 

 

TaaNa( hNYaMaaNaaNai>avq+Ya Gauùk-a‚ 
NaNaaGaSaiê}arQaeNa >aUirXa"    ) 

AaEtaaNaPaaid& k*-PaYaa iPaTaaMahae 
MaNauJaRGaadaePaGaTa" SahizRi>a"   )) 6 )) 

 
ターン ハニャマーナーン アビヒヴィークッシャ グヒャカーン 

tän hanyamänän abhivékñya guhyakän 
 

アナーガサシュ チトゥラ・ラテヘーナ ブフーリシャハ 

anägasaç citra-rathena bhüriçaù 
 

アウッターナパーディンム クリパヤー ピターマホー 

auttänapädià kåpayä pitämaho 
 

マヌル ジャガードーパガタハ サハルシビヒヒ 

manur jagädopagataù saharñibhiù 
 

tän— そ の ヤ ク シ ャ 族 た ち ; hanyamänän— 殺 さ れ て ; abhivékñya— 見 て い る ; 

guhyakän—ヤクシャ族; anägasaù—罪のない; citra-rathena—美しい戦闘馬車を持つドゥ

ルヴァ・マハーラージャによって; bhüriçaù—非常に; auttänapädim—ウッターナパーダの

子に; kåpayä—慈悲の心から; pitä-mahaù—祖父; manuù—スヴァーヤンブヴァ・マヌ; 

jagäda—教えを授けた; upagataù—近づいた; saha-åñibhiù—偉大な聖者たちと。 
 

孫のドゥルヴァ・マハーラージャが、罪のない数多くのヤクシャ族たちを殺害してい孫のドゥルヴァ・マハーラージャが、罪のない数多くのヤクシャ族たちを殺害してい孫のドゥルヴァ・マハーラージャが、罪のない数多くのヤクシャ族たちを殺害してい孫のドゥルヴァ・マハーラージャが、罪のない数多くのヤクシャ族たちを殺害してい

る様を見たスヴァーヤンブヴァ・マヌは、優れた教えをさずけようと、深い哀れみの心る様を見たスヴァーヤンブヴァ・マヌは、優れた教えをさずけようと、深い哀れみの心る様を見たスヴァーヤンブヴァ・マヌは、優れた教えをさずけようと、深い哀れみの心る様を見たスヴァーヤンブヴァ・マヌは、優れた教えをさずけようと、深い哀れみの心

でドゥルヴァに語りかけた。でドゥルヴァに語りかけた。でドゥルヴァに語りかけた。でドゥルヴァに語りかけた。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ドゥルヴァ・マハーラージャはアラカープリーを攻撃しましたが、それは弟ウッタマがひ

とりのヤクシャ族に殺されたからです。全員ではなく、たったひとりのヤクシャに殺した罪

がありました。もちろんドゥルヴァ・マハーラージャは、弟が殺されたことに容赦ない報復

をし、宣戦布告したあと戦いが始まりました。現代も同じことがおこります――ひとりの過
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ちゆえに国全体が攻撃を受けたりします。しかし、このような大規模な攻撃は、人類の父そ

して立法者であるマヌには認められませんでした。だからこそ、孫のドゥルヴァが罪のない

ヤクシャ族をそれ以上殺害しないよう止めに入ったのです。 

 

第７節第７節第７節第７節 

 

MaNauåvac 
Al&/ vTSaaiTaraeze<a TaMaaeÜare<a PaaPMaNaa  ) 
YaeNa Pau<YaJaNaaNaeTaaNavDaqSTvMaNaaGaSa"  )) 7 )) 

 
マヌル ウヴァーチャ 

manur uväca 
 

アランム ヴァトゥサーティローシェーナ 

alaà vatsätiroñeëa 
 

タモー・ドゥヴァーレーナ パープマナー 

tamo-dväreëa päpmanä 
 

イェーナ プニャ・ジャナーン エーターン 

yena puëya-janän etän 
 

アヴァディース トゥヴァンム アナーガサハ 

avadhés tvam anägasaù 
 

manuù uväca—マヌが言った; alam—十分; vatsa—我が子よ; atiroñeëa—過度の怒り

で; tamaù-dväreëa—無知の道; päpmanä—罪深い; yena—それによって; puëya-janän—

ヤクシャ族; etän—これらすべて; avadhéù—お前が殺した; tvam—お前; anägasaù—罪の

ない者たち 
 

主マヌが言った。「我が子よ。殺戮をやめるの主マヌが言った。「我が子よ。殺戮をやめるの主マヌが言った。「我が子よ。殺戮をやめるの主マヌが言った。「我が子よ。殺戮をやめるのだ。むやみに怒ってはならないだ。むやみに怒ってはならないだ。むやみに怒ってはならないだ。むやみに怒ってはならない――そそそそ

れは悲惨な生活に転落する道だ。じつは罪をおかしていないヤクシャ族たちを、おまえれは悲惨な生活に転落する道だ。じつは罪をおかしていないヤクシャ族たちを、おまえれは悲惨な生活に転落する道だ。じつは罪をおかしていないヤクシャ族たちを、おまえれは悲惨な生活に転落する道だ。じつは罪をおかしていないヤクシャ族たちを、おまえ

は度を越して殺している。は度を越して殺している。は度を越して殺している。は度を越して殺している。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

この節にあるatiroñeëa（アティローシェーナ）は「度を越した怒り」という意味です。ドゥル

ヴァ・マハーラージャが自分の怒りを抑制できなくなったとき、祖父のスヴァーヤンブヴ

ァ・マヌは、ドゥルヴァが罪をかさねないよう守るためにすぐさま駆けつけました。この出

来事から私たちが理解できるのは、殺すことは必ずしも悪くはなくても、度が過ぎれば、あ

るいは罪のない人が殺されるのであれば、その殺害は地獄につながる道になります。ドゥル
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ヴァ・マハーラージャは偉大な献愛者だったために、そのような罪なおこないから救われま

した。 

クシャトリヤは国の法律や秩序を維持するために殺すことが許されています。理由なくし

て殺したり暴力をふるったりすることは許されません。確かに暴力は悲惨な生活に転落する

道ですが、国の法律や秩序を維持するには必要です。ここで主マヌは、ドゥルヴァ・マハー

ラージャがヤクシャ族を殺すことを禁止しました。それは、ドゥルヴァの弟ウッタマーを殺

害した罰を受けるのはひとりのはずだからです。ヤクシャたち全員が罰せられるべきではあ

りませんでした。しかし現代の戦争では、落ち度のない一般市⺠にまで攻撃が加えられます。

マヌの法則は、そのような戦争は罪な活動と戒めています。また現代では、文化国家が数多

くの屠殺場を作って罪のない動物たちを殺しています。国が敵に攻撃され、市⺠までが殺さ

れる事態は、かれら自身の悪業の反動と解釈しなくてはなりません。それが自然の法則なの

です。 
 

第８節第８節第８節第８節 

 

NaaSMaTku-l/aeicTa& TaaTa k-MaŒTaTSaiÜGaihRTaMa(  ) 
vDaae YaduPadevaNaaMaarBDaSTae_k*-TaENaSaaMa(    )) 8 )) 

 
ナースマトゥ・クローチタンム タータ 

näsmat-kulocitaà täta 
 

カルマイタトゥ サドゥ・ヴィガルヒタンム 

karmaitat sad-vigarhitam 
 

ヴァドホー ヤドゥ ウパデーヴァーナーンム 

vadho yad upadevänäm 
 

アーラブダハス テー クリタイナサーンム 

ärabdhas te 'kåtainasäm 
 

na—ではない ; asmat-kula—我々の家系 ; ucitam—ふさわしい ; täta—我が子よ ; 

karma—行為; etat—これ; sat—宗教に関する権威によって; vigarhitam—禁止されて; 

vadhaù—その殺害; yat—〜であること; upadevänäm—ヤクシャ族の; ärabdhaù—実行さ

れた; te—お前によって; akåta-enasäm—罪のない者たちの。 
 

我が子よ。罪のないヤクシャ族たちを殺すことは権威者に認められておらず、宗教と我が子よ。罪のないヤクシャ族たちを殺すことは権威者に認められておらず、宗教と我が子よ。罪のないヤクシャ族たちを殺すことは権威者に認められておらず、宗教と我が子よ。罪のないヤクシャ族たちを殺すことは権威者に認められておらず、宗教と

無宗教の法律を知るとされる我々の家系にはふさわしくない。無宗教の法律を知るとされる我々の家系にはふさわしくない。無宗教の法律を知るとされる我々の家系にはふさわしくない。無宗教の法律を知るとされる我々の家系にはふさわしくない。 
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第９節第９節第９節第９節 

 

NaNvek-SYaaParaDaeNa Pa[Sa(r)ad( bhvae hTaa"  ) 
>a]aTauvRDaai>aTaáeNa TvYaa(r) >a]aTa*vTSal/    )) 9 )) 

 
ナンヴ エーカッシャーパラーデヘーナ 

nanv ekasyäparädhena 
 

プラサンガードゥ バハヴォー ハターハ 

prasaìgäd bahavo hatäù 
 

ブフラートゥル ヴァダハービヒタプテーナ 

bhrätur vadhäbhitaptena 
 

トゥヴァヤーンガ ブフラートゥリ・ヴァトゥサラ 

tvayäìga bhrätå-vatsala 
 

nanu—確かに; ekasya—（ヤクシャ族）の一人; aparädhena—その犯罪; prasaìgät—彼

らとの交流のために; bahavaù—多くの; hatäù—殺された; bhrätuù—お前の弟の; vadha—

死によって; abhitaptena—悲しんで; tvayä—お前によって; aìga—我が子よ; 

bhrätå-vatsala—弟への愛情。 
 

我が子よ。おまえが弟に深い愛情を持ち、ヤクシャ族に殺されたことで深く悲しんで我が子よ。おまえが弟に深い愛情を持ち、ヤクシャ族に殺されたことで深く悲しんで我が子よ。おまえが弟に深い愛情を持ち、ヤクシャ族に殺されたことで深く悲しんで我が子よ。おまえが弟に深い愛情を持ち、ヤクシャ族に殺されたことで深く悲しんで

いることは事実だいることは事実だいることは事実だいることは事実だ。しかし、よく考えてもみよ。ひとりのヤクシャ族の犯罪のために、。しかし、よく考えてもみよ。ひとりのヤクシャ族の犯罪のために、。しかし、よく考えてもみよ。ひとりのヤクシャ族の犯罪のために、。しかし、よく考えてもみよ。ひとりのヤクシャ族の犯罪のために、

お前は罪のない他の多くのヤクシャたちを殺してしまったのだ。お前は罪のない他の多くのヤクシャたちを殺してしまったのだ。お前は罪のない他の多くのヤクシャたちを殺してしまったのだ。お前は罪のない他の多くのヤクシャたちを殺してしまったのだ。 

 

第１０節第１０節第１０節第１０節 

 

NaaYa& MaaGaaeR ih SaaDaUNaa& ôzqke-XaaNauviTaRNaaMa(  ) 
YadaTMaaNa& ParaGGa*ù Paéuvd(>aUTavEXaSaMa(     )) 10 )) 

 
ナーヤンム マールゴー ヒ サードゥーナーンム 

näyaà märgo hi sädhünäà 
 

フリシーケーシャーヌヴァルティナーンム 

håñékeçänuvartinäm 
 

ヤドゥ アートゥマーナンム パラーグ グリヒャ 

yad ätmänaà paräg gåhya 
 

パシュヴァドゥ ブフータ・ヴァイシャサンム 

paçuvad bhüta-vaiçasam 
 

na—決して〜ない; ayam—これ; märgaù—道; hi—確かに; sädhünäm—正直な人物の; 

håñékeça— 最 高 人 格 主 神 の ; anuvartinäm— 道 に 従 う こ と ; yat— 〜 で あ る も の ; 
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ätmänam—自己; paräk—肉体; gåhya—〜であると考えている; paçu-vat—動物のように; 

bhüta—生命体の; vaiçasam—殺すこと。 
 

肉体を自己と考え、他人の肉体を殺してはならない。それは動物じみた考えである。肉体を自己と考え、他人の肉体を殺してはならない。それは動物じみた考えである。肉体を自己と考え、他人の肉体を殺してはならない。それは動物じみた考えである。肉体を自己と考え、他人の肉体を殺してはならない。それは動物じみた考えである。

そのような行為は、そのような行為は、そのような行為は、そのような行為は、最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神への奉仕の道に従う神聖な人物によってとくに禁じらへの奉仕の道に従う神聖な人物によってとくに禁じらへの奉仕の道に従う神聖な人物によってとくに禁じらへの奉仕の道に従う神聖な人物によってとくに禁じら

れている。れている。れている。れている。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

この節にあるsädhünäà håñékeçänuvartinäm（サードゥーナーンム フリシーケーシャーヌヴァルテ

ィナーンム）はひじょうに重要です。サードゥ（Sädhu）は「神聖な人物」のことです。しか

し、神聖な人物とはだれを指すのでしょうか。最高人格主神、フリシーケーシャに奉仕をす

る道に従っている人物です。『ナーラダ・パンチャラートラ』には（フリシーケーナ フリシーケ

ーシャ・セーヴァナンム バハクティル ウッチャテー）とあります（『チャタンニャ・チャリタームリ

タ』マデャ・第19章・第170節）。自分の感覚を使って最高人格主神に心をこめて仕える

ことがバクティ、すなわち献愛奉仕である、という意味です。ですから、すでに主に仕えて

いる人物が、はたして自分の感覚を満たそうとするものでしょうか。ここでドゥルヴァ・マ

ハーラージャは主マヌに、おまえは主の純粋な召使いである、と戒められています。ならば

なぜ、動物のように、肉体観念に囚われているのでしょうか。動物は、他の動物の肉体を自

分の食糧だと考えます。だから肉体観念に動かされているかれらは、ほかの動物を攻撃する

のです。人間、とくに主の献愛者は、このように行動してはいけません。サードゥ、神聖な

献愛者は、不必要に動物を殺すことはありません。 
 

第１１節第１１節第１１節第１１節 

 

SavR>aUTaaTMa>aaveNa  >aUTaavaSa&   hir„&  >avaNa( ) 
AaraDYaaPa duraraDYa& ivZ<aaeSTaTParMa& PadMa( )) 11 )) 

 
サルヴァ・ブフータートゥマ・バハーヴェーナ 

sarva-bhütätma-bhävena 
 

ブフーターヴァーサンム ハリンム バハヴァーン 

bhütäväsaà harià bhavän 
 

アーラーデャーパ ドゥラーラーデャンム 

ärädhyäpa durärädhyaà 
 

ヴィシュノース タトゥ パラマンム パダンム 

viñëos tat paramaà padam 
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    sarva-bhüta—全生命体の中に ätma—至高の魂に; bhävena—瞑想と共に; bhüta—全生存

の; äväsam—その住居; harim—主ハリ; bhavän—あなた; ärädhya—崇拝によって; äpa—到達

して; durärädhyam—宥めることが非常に難しい; viñëoù—主ヴィシュヌの; tat—それ; 

paramam—至高の; padam—立場。 
 

    ヴァイクンタ惑星のなかにあるハリの精神的住居に到達すことはきわめてむずかしいヴァイクンタ惑星のなかにあるハリの精神的住居に到達すことはきわめてむずかしいヴァイクンタ惑星のなかにあるハリの精神的住居に到達すことはきわめてむずかしいヴァイクンタ惑星のなかにあるハリの精神的住居に到達すことはきわめてむずかしい

が、おまえはひじょうに幸運だから、全生命体の至高の住居としての主が、おまえはひじょうに幸運だから、全生命体の至高の住居としての主が、おまえはひじょうに幸運だから、全生命体の至高の住居としての主が、おまえはひじょうに幸運だから、全生命体の至高の住居としての主を崇拝することを崇拝することを崇拝することを崇拝すること

で、その住居に行く定めにある。で、その住居に行く定めにある。で、その住居に行く定めにある。で、その住居に行く定めにある。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 生命体がもつ肉体は、精神魂と至高の魂がいなければ存在することさえできません。精神

魂は、原子のなかにでさえいる至高の魂に依存しています。物質であろうと精神であろうと、

すべては至高主に依存しているため、この節で至高主はbhütäväsa（ブフーターヴァーサ）という

言葉で言及されています。ドゥルヴァ・マハーラージャはクシャトリヤでしたから、戦うこ

とをやめるよう指示する祖父のマヌに「クシャトリヤだから敵と戦うのは当然ではありませ

んか」と反論できたのですが、同時に、生命体の肉体は至高主の住む場所だから主の寺院で

ある、だからどの生命体であっても不必要に殺すことは許されない、と教えられたのでした。 
 

第１２節第１２節第１２節第１２節 

 

Sa Tv& hrerNauDYaaTaSTaTPau&SaaMaiPa SaMMaTa"    ) 
k-Qa& TvvÛ& k*-TavaNaNauiXa+aNa( SaTaa& v]TaMa(  )) 12 )) 

 
サ トゥヴァンム ハレール アヌデャータス 

sa tvaà harer anudhyätas 
 

タトゥ・プンムサーンム アピ サンムマタハ 

tat-puàsäm api sammataù 
 

カタハンム トゥヴ アヴァデャンム クリタヴァーン 

kathaà tv avadyaà kåtavän 
 

アヌシクシャン サターンム ヴラタンム 

anuçikñan satäà vratam 
 

saù—その人物; tvam—お前; hareù—至高主によって; anudhyätaù—いつも思い出され

ている; tat—主の; puàsäm—献愛者たちによって; api—もまた; sammataù—尊重されて; 

katham—なぜ; tu—では; avadyam—忌まわしい（行動）; kåtavän—お前がしている; 

anuçikñan—模範を示すこと; satäm—神聖な人物の; vratam—誓い。 
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おまえは主の純粋な献愛者だから、主はいつもおまえのことを考え、また主の親密なおまえは主の純粋な献愛者だから、主はいつもおまえのことを考え、また主の親密なおまえは主の純粋な献愛者だから、主はいつもおまえのことを考え、また主の親密なおまえは主の純粋な献愛者だから、主はいつもおまえのことを考え、また主の親密な

献愛者たちからいつも高く評価されている。おまえの生涯は模範をしめすためにある。献愛者たちからいつも高く評価されている。おまえの生涯は模範をしめすためにある。献愛者たちからいつも高く評価されている。おまえの生涯は模範をしめすためにある。献愛者たちからいつも高く評価されている。おまえの生涯は模範をしめすためにある。

だから私は驚いているだから私は驚いているだから私は驚いているだから私は驚いている――おまえがこのような忌まわしいおこないをしていることに。おまえがこのような忌まわしいおこないをしていることに。おまえがこのような忌まわしいおこないをしていることに。おまえがこのような忌まわしいおこないをしていることに。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ドゥルヴァ・マハーラージャは純粋な献愛者であり、いつも主のことを考えていました。

その思いに応えて主も、１日24時間いつも主のことだけを考えている純粋な献愛者のこと

を考えています。純粋な献愛者が主以外になにも知らないように、主も純粋な献愛者以外は

なにも知りません。スヴァーヤンブヴァ・マヌはこの事実をドゥルヴァ・マハーラージャに

指摘しました。「おまえは純粋な献愛者である。それだけではない、あらゆる純粋な献愛者

から高く評価されている。ならば、だれもがおまえの行動から学べるように、模範をしめさ

なくてはならないはずだ。そのことを考えると、おまえが罪のないヤクシャ族を数多く殺し

てしまったことに、私は驚いている」。 
 

第１３節第１３節第１３節第１３節 

 

iTaiTa+aYaa k-å<aYaa MaE}Yaa cai%l/JaNTauzu  ) 
SaMaTveNa c SavaRTMaa >aGavaNa( SaMPa[SaqdiTa  )) 13 )) 

 
ティティクシャヤー カルナヤー 

titikñayä karuëayä 
 

マイトゥリャー チャーキヒラ・ジャントゥシュ 

maitryä cäkhila-jantuñu 
 

サマトゥヴェーナ チャ サルヴァートゥマー 

samatvena ca sarvätmä 
 

バハガヴァーン サンムプラシーダティ 

bhagavän samprasédati 
 

titikñayä—忍耐心で; karuëayä—慈悲の心で; maitryä—友好的な気持ちで; ca—もまた; 

akhila—共通の; jantuñu—生命体たちに; samatvena—均衡に; ca—もまた; sarva-ätmä—

超霊魂; bhagavän—人格主神; samprasédati—非常に満足する。 
 

主は献愛者が、忍耐心、慈悲心、友愛心、平等心で人々と接するとき、このうえなく主は献愛者が、忍耐心、慈悲心、友愛心、平等心で人々と接するとき、このうえなく主は献愛者が、忍耐心、慈悲心、友愛心、平等心で人々と接するとき、このうえなく主は献愛者が、忍耐心、慈悲心、友愛心、平等心で人々と接するとき、このうえなく

満足してくださる。満足してくださる。満足してくださる。満足してくださる。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

献愛奉仕の二番目の完成境地にいる高尚な献愛者には、この節の教えどおりに行動する義

務があります。献愛奉仕には三段階があります。一番低い段階にいる献愛者の心はただ寺院

の神像だけに向けられ、規則や原則に従いながら強い熱意で主を崇拝します。二番目の段階

にいる献愛者は、主との絆、仲間の献愛者、悪気のない人々、そして悪意のある人々との関

係を意識しています。献愛者は悪意ある人々に虐待されることがありますが、そのようなと

き、高尚な献愛者は忍耐強く行動します。無知、あるいは悪気のない人々には深い慈悲の心

で接しなくてはなりません。布教をする献愛者は、そのような人々が献愛奉仕に高められる

よう、慈悲をしめしながら行動する必要があります。本来は、だれでも神の永遠な召使いで

す。ですから献愛者の本分は、人々の心にクリシュナ意識を甦らせることにあります。それ

がほんとうの慈悲です。同じ段階にある献愛者とは親しい友として交流すべきです。また一

般の人々に対しては、すべての生物は至高主の部分体である、という普遍的な視野を持たな

くてはなりません。さまざまな生命体が多種多様の衣服をまとってこの世に誕生しています

が、『バガヴァッド・ギーター』は「博識な人物はどの生物も平等に見る」と説いています。

至高主は、献愛者のそのような資質を高く評価します。このため、神聖な人物は、いつも忍

耐強く、慈悲深く、だれにでも友好的で、だれをも敵視せず、そしていつも心が穏やかであ

る、と言われています。これらが献愛者のそなえる優れた気質です。 
 

第１４節第１４節第１４節第１４節 
 

SaMPa[Saàe >aGaviTa Pauåz" Pa[ak*-TaEGauR<aE"      ) 
ivMau¢-ae JaqviNaMauR¢-ae b]ø iNavaR<aMa*C^iTa  )) 14 )) 

 
サンムプラサンネー バハガヴァティ 

samprasanne bhagavati 
 

プルシャハ プラークリタイル グナイヒ 

puruñaù präkåtair guëaiù 
 

ヴィムクトー ジーヴァ・ニルムクトー 

vimukto jéva-nirmukto 
 

ブラフマ ニルヴァーナンム リッチャティ 

brahma nirväëam åcchati 
 

samprasanne—満足を得て; bhagavati—最高人格主神の; puruñaù—人物; präkåtaiù—

物質界から; guëaiù—自然界の様式; vimuktaù—解放されて; jéva-nirmuktaù—希薄な体か

らも解放されて; brahma—無限の; nirväëam—精神的な至福; åcchati—達成する。 
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最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神をほんとうに満足させられる生涯を送る人物は、濃密・希薄いずれの物をほんとうに満足させられる生涯を送る人物は、濃密・希薄いずれの物をほんとうに満足させられる生涯を送る人物は、濃密・希薄いずれの物をほんとうに満足させられる生涯を送る人物は、濃密・希薄いずれの物

質的状態からも解放される。自然の物質様式すべてから自由になった結果、尽きること質的状態からも解放される。自然の物質様式すべてから自由になった結果、尽きること質的状態からも解放される。自然の物質様式すべてから自由になった結果、尽きること質的状態からも解放される。自然の物質様式すべてから自由になった結果、尽きること

のない精神的至福を味わえるのである。のない精神的至福を味わえるのである。のない精神的至福を味わえるのである。のない精神的至福を味わえるのである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

前の節では、すべての生物に忍耐心、慈悲心、友愛心、平等心で接するべきである、と説

明されました。そのような行動が最高人格主神を満足させるのであり、主の満足があってこ

そ、献愛者はすぐにあらゆる物質的状態から解放されます。主もそのように『バガヴァッド・

ギーター』で確証しています。「わたしへの奉仕に真剣に、そして誠実に取りくんでいる者

は、無限の精神的至福を満喫できる崇高な境地にすぐに到達する」。物質界にいる人々はだ

れでも、喜びにあふれた生活を得るために苦闘しています。しかしあいにく、その生活を得

る方法がわかっていません。無神論者は神を信じていませんから、もちろん主を満足させる

ことは考えていません。この節では、最高人格主神を喜ばせられる人はすぐに精神的境地に

高められ、無限の喜びに満ちた生活を手に入れることができる、と明確に説かれています。

物質存在から解放される、とは、物質自然の影響から解放される、ということを指します。 

この節で使われているsamprasanne（サンムプラサンネー）は「満足して」という意味です。

私たちは、自分の行為に主が満足してくれるよう行動しなくてはなりません。自分が満足す

る、ということではないのです。もちろん、主が満足すれば献愛者もおのずと満足するもの

です。これがバクティ・ヨーガを修練する秘訣です。バクティ・ヨーガ以外の方法では、だ

れもが自分を満足させることを考えています。だれひとり、主を満足させようとはしていま

せん。カルミー（karmé）は自分の感覚をできるだけ満たそうとしますが、知識を高めた境

地にいる人でも、やはり無意識のうちに自分を満足させようとしています。カルミーは感覚

満足で自分を満足させ、ギャーニー（jïäné）は繊細な活動で、つまり推論をとおして自分

が神になったと考えています。ヨーギーも、さまざまなヨーガを完成できると考えて満足し

ようと考えています。しかしじつは、最高人格主神を満足させられるのは献愛者しかいませ

ん。献愛者が修練する自己の悟りの方法は、カルミー、ギャーニー、ヨーギーとはまったく

違います。だれもが自分を満足させようとしているのに対し、献愛者は主だけを満足させよ

うとします。献愛奉仕は、他の方法とはまったく次元が違っています。感覚を主への愛情奉

仕に使って主を喜ばせるために働けば、献愛者はすぐさま超越的な境地に高められ、そして

尽きることのない至福に満ちた生活を満喫できるのです。 
 

第１５節第１５節第１５節第１５節 
 

>aUTaE" PaÄi>ararBDaEYaaeRizTPauåz Wv ih  ) 
TaYaaeVYaRvaYaaTSaM>aUiTaYaaeRizTPauåzYaaeirh  )) 15 )) 
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ブフータイヒ パンチャビヒル アーラブダハイル 

bhütaiù païcabhir ärabdhair 
 

ヨーシトゥ プルシャ エーヴァ ヒ 

yoñit puruña eva hi 
 

タヨール ヴャヴァーヤートゥ サンムブフーティル 

tayor vyaväyät sambhütir 
 

ヨーシトゥ・プルシャヨール イハ 

yoñit-puruñayor iha 
 

bhütaiù—物質要素によって; païcabhiù—５つ; ärabdhaiù—作られて; yoñit—女性; 

puruñaù—男性; eva—ちょうどそのように; hi—確かに; tayoù—それらの; vyaväyät—性生

活によって; sambhütiù—さらなる創造; yoñit—女性の; puruñayoù—そして男性の; iha—

この物質界で。 
 

物質界の創造は５つの物質要素から始まり、したがって、男性と女性の体を含むすべ物質界の創造は５つの物質要素から始まり、したがって、男性と女性の体を含むすべ物質界の創造は５つの物質要素から始まり、したがって、男性と女性の体を含むすべ物質界の創造は５つの物質要素から始まり、したがって、男性と女性の体を含むすべ

てがその要素によって作りだされる。男性と女性の性生活によって、物質界の男性と女てがその要素によって作りだされる。男性と女性の性生活によって、物質界の男性と女てがその要素によって作りだされる。男性と女性の性生活によって、物質界の男性と女てがその要素によって作りだされる。男性と女性の性生活によって、物質界の男性と女

性の数がさらに増加していく。性の数がさらに増加していく。性の数がさらに増加していく。性の数がさらに増加していく。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

スヴァーヤンブヴァ・マヌは、ドゥルヴァ・マハーラージャがヴァイシュナヴァの哲学を

理解したことを確認しましたが、弟の死に不快感をいだいている様子を見て、肉体が物質自

然の５つの要素によって作られることを説明しています。『バガヴァッド・ギーター』（第

3章・第27節）でもそのことがprakåteù kriyamäëäni（プラクリテーヘ クリヤマーナーニ）「すべ

ては自然界の物質様式によって創造され、維持され、破壊される」と確証されています。も

ちろんその背後には、最高人格主神の指揮が存在します。そのことも『バガヴァッド・ギー

ター』（第9章・第10節）で、 mayädhyakñeëa（マヤーデャクシェーナ）と確証されています。

第９章でクリシュナは、「わたしの指揮下で物質自然界は動いている」と言っています。ス

ヴァーヤンブヴァ・マヌはドゥルヴァ・マハーラージャに、弟の肉体の死はヤクシャ族の落

ち度ではなく、物質自然の作用で生じたもの、ということを納得させたかったのです。最高

人格主神は計りしれない力を無限にそなえ、その力は目に見える、あるいは見えない形で作

用します。 

宇宙の創造はその強大な力によるもので、土、水、火、空気、空間という５つの要素だけ

で目に見える形として具体化されます。同じように、全生命体の肉体は、人間、半神、動物、

鳥など、どのような肉体でも、その５つの要素で作られ、その生物たちの性的結合によって

その数はさらに増大していきます。それが創造、維持、破壊の過程です。この過程によって

生じる物質自然界の波に乱されてはなりません。ドゥルヴァ・マハーラージャは、弟の死に
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心を痛めてはいけない、と間接的に忠告されています。肉体同士のつながりは完全に物質的

だからです。ほんとうの自己、すなわち精神魂は、だれによっても、消滅させられることも

殺害されることもありません。 

 

第１６節第１６節第１６節第１６節 

 

Wv& Pa[vTaRTae SaGaR" iSQaiTa" Sa&YaMa Wv c ) 
Gau<aVYaiTak-rad]aJaNa( MaaYaYaa ParMaaTMaNa"  )) 16 )) 

 
エーヴァンム プラヴァルタテー サルガハ 

evaà pravartate sargaù 
 

スティティヒ サンムヤマ エーヴァ チャ 

sthitiù saàyama eva ca 
 

グナ・ヴャティカラードゥ ラージャン 

guëa-vyatikaräd räjan 
 

マーヤヤー パラマートゥマナハ 

mäyayä paramätmanaù 
 

evam—このように; pravartate—起こる; sargaù—創造; sthitiù—維持; saàyamaù—破

壊; eva—確かに; ca—そして; guëa—様式の; vyatikarät—相互作用によって; räjan—王よ; 

mäyayä—幻想エネルギーによって; parama-ätmanaù—最高人格主神の。 
 

マヌがことばをつづけた。「ドゥルヴァ王よ。創造、維持、破壊が起こるのは、マヌがことばをつづけた。「ドゥルヴァ王よ。創造、維持、破壊が起こるのは、マヌがことばをつづけた。「ドゥルヴァ王よ。創造、維持、破壊が起こるのは、マヌがことばをつづけた。「ドゥルヴァ王よ。創造、維持、破壊が起こるのは、最高最高最高最高

人格主神人格主神人格主神人格主神が持つ幻想の物質の力と、物質自然が持つ幻想の物質の力と、物質自然が持つ幻想の物質の力と、物質自然が持つ幻想の物質の力と、物質自然界の三様式の相互作用にすぎない」界の三様式の相互作用にすぎない」界の三様式の相互作用にすぎない」界の三様式の相互作用にすぎない」 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

最初に、物質自然界の５つの要素で創造がなされます。次に物質自然の様式の相互作用で

維持がなされます。子どもが生まれると、両親はすぐにその子を維持する、つまり養おうと

します。子孫を維持するという傾向は、人間だけではなく動物の世界にも見られます。動物

を殺す習性のある⻁でさえ、自分の子どもの世話をします。自然界の物質様式の相互作用に

よって、創造、維持、破壊が必然的に生じます。しかし同時に、そのすべてが最高人格主神

の指揮下起こっていることも知る必要があります。すべてはその過程によって生じるのです。

創造はラジョー・グナ・激性の作用で、維持はサットヴァ・グナ・徳性の作用で、さらに破

壊はタモー・グナ・無知の作用で生じます。徳性の様式にいる人々は、タモー・グナやラジ

ョー・グナの人たちよりも寿命が⻑いことがわかります。言いかえると、徳性の様式を高め

れば、ひじょうに⻑い寿命が与えられる高位の天体系に高められるということです。
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Ürdhvaà gacchanti sattva-sthäù（ウールドゥヴァンム ガッチャンティ サットゥヴァ・スタハーハ）（『バ

ガヴァッド・ギーター』第14章・第18節）。これは「徳性の様式・サットヴァ・グナにい

る偉大なリシ、聖者、サンニャーシーは、高位の天体系に高められる」という意味です。そ

の徳性の様式さえも超越した人々は純粋な徳性に入り、やがて精神界での永遠な生活に到達

します。 
 

第１７節第１７節第１７節第１７節 

 

iNaiMataMaa}a& Ta}aaSaqiàGauR<a" PauåzzR>a"      ) 
VYa¢-aVYa¢-iMad& ivì& Ya}a >a]MaiTa l/aehvTa(  )) 17 )) 

 
ニミッタ・マートゥランム タトゥラーシーン 

nimitta-mätraà taträsén 
 

ニルグナハ プルシャルシャバハハ 

nirguëaù puruñarñabhaù 
 

ヴャクターヴャクタンム イダンム ヴィシュヴァンム 

vyaktävyaktam idaà viçvaà 
 

ヤトゥラ ブフラマティ ローハヴァトゥ 

yatra bhramati lohavat 
 

nimitta-mätram—間接的な原因; tatra—そのとき; äsét—〜だった; nirguëaù—穢れて

いない; puruña-åñabhaù—至高の人物; vyakta—表わされた; avyaktam—表わされていな

い; idam—この; viçvam—世界; yatra—〜の場所; bhramati—動く; loha-vat—鉄のように。 
 

ドゥルヴァよ。ドゥルヴァよ。ドゥルヴァよ。ドゥルヴァよ。最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神は、自然の物質様式に穢されていない方である。この物は、自然の物質様式に穢されていない方である。この物は、自然の物質様式に穢されていない方である。この物は、自然の物質様式に穢されていない方である。この物

質宇宙具現界の創造の間接的原因でもある。主がその刺激を与えると、他の多くの原因質宇宙具現界の創造の間接的原因でもある。主がその刺激を与えると、他の多くの原因質宇宙具現界の創造の間接的原因でもある。主がその刺激を与えると、他の多くの原因質宇宙具現界の創造の間接的原因でもある。主がその刺激を与えると、他の多くの原因

と結果が発生し、こうして全宇宙が機能しはじめる。物体を結合する力を持つ磁石によと結果が発生し、こうして全宇宙が機能しはじめる。物体を結合する力を持つ磁石によと結果が発生し、こうして全宇宙が機能しはじめる。物体を結合する力を持つ磁石によと結果が発生し、こうして全宇宙が機能しはじめる。物体を結合する力を持つ磁石によ

って鉄が動くように。って鉄が動くように。って鉄が動くように。って鉄が動くように。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

最高人格主神の外的力が物質界でどのように機能するかが、この節で説明されています。

すべては至高主の力によって起こっています。最高人格主神が創造の根源であることを否定

する無神論哲学者は、物質界はさまざまな物質要素の動・反動で動いていると考えます。物

質要素が反応するわかりやすい例として、ソーダと酸の混合による発泡現象が挙げられます。

しかし、そのような化学物質から生命を作りだすことはできません。生物の種類には、さま

ざまな望みや活動に応じて、840万種類あります。物質の力が機能している原因は、化学物
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質の動きだけでは説明できません。陶芸家と「ろくろ」の例から、物質と生命体の関係が理

解できます。ろくろが回転し、さまざまな土器が作りだされます。土器の原因はいくつもあ

るでしょうが、元の原因はろくろに力を加えて回転させる陶芸家です。その力は陶芸家の意

志によって作られます。同じ考えが『バガヴァッド・ギーター』で、「物質の動・反動の背

後にクリシュナ・最高人格主神がいる」と述べられています。クリシュナは、「すべてはわ

たしのエネルギーに依存している、しかしわたしはどこにもいない」と言います。容器は物

質エネルギーの動・反動という特定の条件下で作られますが、陶芸家はその容器のなかにい

るわけではありません。同じように、物質創造界は主によって用意されましたが、なおかつ

主は離れた場所にいます。ヴェーダが述べているように、主が宇宙を見つめるだけで、その

瞬間から物体の刺激が始まります。 

『バガヴァッド・ギーター』でも、主が、部分体であるジーヴァを物質エネルギーに植え

つけ、そしてその結果としてさまざまな姿や形が発生する、と述べられています。ジーヴァ

魂のさまざまな望みやカルマの活動に応じて、さまざまな形の生物が作りだされます。ダー

ウィンの進化論は生物を精神魂として捉えていないため、不完全な理論と言えます。物質の

三様式の動・反動の結果、宇宙内でさまざまな現象が発生しますが、根源の創造者あるいは

原因は、この節でnimitta-mätram（ニミッタ・マートゥランム）「間接的な原因」と述べられてい

る最高人格主神です。主は、回転する輪に力を加えているにすぎません。マーヤーヴァーデ

ィー哲学は、至高のブラフマンがさまざまな姿に変身したと説きますが、それは事実ではあ

りません。主はすべての原因の原因ではありますが、いつでも物質のグナの動・反動を超越

した方です。主ブラフマーが『ブラフマ・サムヒター』（第5章・第1節）で述べています。 
 

イーシュヴァラハ パラマハ クリシュナハ 

éçvaraù paramaù kåñëaù 
 

サチ・チドゥ・アーナンダ・ヴィグラハハ 

sac-cid-änanda-vigrahaù 
 

アナーディル アーディル ゴーヴィンダハ 

anädir ädir govindaù 
 

サルヴァ・カーラナ・カーラナンム 

sarva-käraëa-käraëam 
 

数多くの原因と結果がありますが、その根源はシュリー・クリシュナです。 
 

第１８節第１８節第１８節第１８節 

 

Sa %iLvd& >aGavaNa( k-al/Xa¢-ya 
Gau<aPa[vahe<a iv>a¢-vqYaR" ) 
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k-raeTYak-TaŒv iNahNTYahNTaa 
ceía iv>aUMan" %lu/ duivR>aaVYaa )) 18 )) 

 
サ カハルヴ イダンム バハガヴァーン カーラ・シャクテャー 

sa khalv idaà bhagavän käla-çaktyä 
 

グナ・プラヴァーヘーナ ヴィバハクタ・ヴィーリャハ 

guëa-praväheëa vibhakta-véryaù 
 

カローティ アカルタイヴァ ニハンティ アハンター 

karoty akartaiva nihanty ahantä 
 

チェーシュター ヴィブフーンムナハ カハル ドゥルヴィバハーヴャー 

ceñöä vibhümnaù khalu durvibhävyä 
 

saù—その; khalu—しかし; idam—これ（宇宙）; bhagavän—人格主神; käla—時の; 

çaktyä—力によって; guëa-praväheëa—自然の様式の相互作用によって; vibhakta—分け

られて; véryaù—（その方の）力; karoti—〜に機能する; akartä—非行動者; eva—ではある

が; nihanti—殺す; ahantä—非殺害者; ceñöä—エネルギー; vibhümnaù—主の; khalu—確

かに; durvibhävyä—想像を絶する。 
 

最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神は、想像を絶する自らの力、すなわち時によって、物質自然界の三様式は、想像を絶する自らの力、すなわち時によって、物質自然界の三様式は、想像を絶する自らの力、すなわち時によって、物質自然界の三様式は、想像を絶する自らの力、すなわち時によって、物質自然界の三様式

を機能させ、その結果、さまざまな力が表わされる。主は活動しているように見えるが、を機能させ、その結果、さまざまな力が表わされる。主は活動しているように見えるが、を機能させ、その結果、さまざまな力が表わされる。主は活動しているように見えるが、を機能させ、その結果、さまざまな力が表わされる。主は活動しているように見えるが、

活動者ではない。殺しているが、殺戮者ではない。このように、主の想像を絶する力だ活動者ではない。殺しているが、殺戮者ではない。このように、主の想像を絶する力だ活動者ではない。殺しているが、殺戮者ではない。このように、主の想像を絶する力だ活動者ではない。殺しているが、殺戮者ではない。このように、主の想像を絶する力だ

けによって、すべては生じているのである。けによって、すべては生じているのである。けによって、すべては生じているのである。けによって、すべては生じているのである。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

この節のdurvibhävyä（ドゥルヴィバハーヴャー）は「私たちのちっぽけな知力では想像すらで

きない」という意味で、またvibhakta-véryaù（ヴィバハクタ・ヴィーリャハ）は「さまざまな力に

分けられている」という意味です。これが、物質界の創造エネルギーを説明する正しいこと

ばです。神の慈悲をさらに理解できるたとえがひとつあります。国はいつも慈悲深くあるも

のですが、ときには、法律や秩序を正しく保つために警察力を行使し、そして国に従わない

市⺠が罰せられます。同じように、最高人格主神はいつでも慈悲深く、そして崇高な気質に

あふれているのですが、クリシュナとの絆を忘れている個々の魂もいて、物質自然界を支配

するために努力します。その努力の結果、さまざまな物質の相互作用に巻きこまれていきま

す。しかし、力は最高人格主神から出されているのだから、主は活動者である、と考えるの

は正しくありません。前の節ではnimitta-mätram（ニミッタ・マートゥランム）ということばが

使われ、至高主は物質界の動・反動から完全に離れている方であると言われています。では、

すべてはどのように動かされているのでしょうか。「想像を絶する」ということばが使われ
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ています。私たちのちっぽけな頭脳の理解力を超えていることなのです。主の想像を絶する

力とエネルギーを受けいれなければ、理解を深めることはできません。機能している力は確

かに最高人格主神が用意したものですが、主はいつでもその動きや反動を超絶しています。

物質自然が相互に作用して作られるさまざまなエネルギーがさまざまな生物種を作り、かれ

らの幸福や不幸をも作りだします。 

主の行動のすばらしさが『ヴィシュヌ・プラーナ』で述べられています。火は１箇所に置

かれ、その火が作りだす熱と光はさまざまな形で機能します。もうひとつ、発電所の例があ

ります。発電所は１箇所にありますが、作られる電力でさまざまな機械が動きます。製品と

その製品を作りだしたエネルギー源は同じではありませんが、そのエネルギー源こそが主要

な要因ですから、作りだされたものとエネルギー源は同時に同じで異なる、と言えます。で

すから、主チャイタンニャが唱える哲学acintya-bhedäbheda-tattva（アチンテャ・ベーダーベー

ダ・タットヴァ）は、完璧な理解の方法です。物質界で主は３つの姿、すなわちブラフマー、

ヴィシュヌ、シヴァという姿で現われ、その姿をとおして物質自然の三様式を管理します。

ブラフマーの化身で創造し、ヴィシュヌの化身で維持し、シヴァの化身で破壊します。しか

し、ブラフマー、ヴィシュヌ、シヴァの根源であるガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌは、

物質自然の動・反動からつねに離れています。 
 

第１９節第１９節第１９節第１９節 

 

Saae_NaNTaae_NTak-r" k-al/ae_Naaidraidk*-dVYaYa" ) 
JaNa& JaNaeNa JaNaYaNMaarYaNMa*TYauNaaNTak-Ma(    )) 19 )) 

 
ソー ナントー ンタ・カラハ カーロー 

so 'nanto 'nta-karaù kälo 
 

ナーディル アーディ・クリドゥ アヴャヤハ 

'nädir ädi-kåd avyayaù 
 

ジャナンム ジャネーナ ジャナヤン 

janaà janena janayan 
 

マーラヤン ムリテュナーンタカンム 

märayan måtyunäntakam 
 

saù—主; anantaù—無限の; anta-karaù—破壊者; kälaù—時; anädiù—始まりのない; 

ädi-kåt—すべての始まり; avyayaù—減少することのない; janam—生命体; janena—生命

体によって; janayan—誕生の原因になっている; märayan—殺している; måtyunä—死に

よって; antakam—殺戮者たち。 
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ドゥルヴァよ。ドゥルヴァよ。ドゥルヴァよ。ドゥルヴァよ。最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神は永遠に存在しているが、時という姿ですべてを抹殺すは永遠に存在しているが、時という姿ですべてを抹殺すは永遠に存在しているが、時という姿ですべてを抹殺すは永遠に存在しているが、時という姿ですべてを抹殺す

る方でもある。主は一切万物の起源であるが、主に起源はなく、またすべては時ともにる方でもある。主は一切万物の起源であるが、主に起源はなく、またすべては時ともにる方でもある。主は一切万物の起源であるが、主に起源はなく、またすべては時ともにる方でもある。主は一切万物の起源であるが、主に起源はなく、またすべては時ともに

枯渇していくが、主は無尽蔵である。生物は父親という代理者をとおして誕生し、死と枯渇していくが、主は無尽蔵である。生物は父親という代理者をとおして誕生し、死と枯渇していくが、主は無尽蔵である。生物は父親という代理者をとおして誕生し、死と枯渇していくが、主は無尽蔵である。生物は父親という代理者をとおして誕生し、死と

いう代理者によって殺される。しかし、主は永遠に誕生と死と無縁の方である。いう代理者によって殺される。しかし、主は永遠に誕生と死と無縁の方である。いう代理者によって殺される。しかし、主は永遠に誕生と死と無縁の方である。いう代理者によって殺される。しかし、主は永遠に誕生と死と無縁の方である。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節から、最高人格主神の最高の権威と想像を絶する力について学ぶことができます。

主はつねに無限の方ですが、それは、主には創造と終焉の時がない、ということを指してい

ます。しかし、主は『バガヴァッド・ギーター』で言われているように（時という形の）「死」

でもあります。クリシュナは「わたしは時である。生涯の終わりにすべてを取りさる」と言

います。永遠なる時に始まりはありませんが、時がすべての生物の創造者でもあります。そ

の例として挙げられるのが、価値ある石や宝石を無数に作り、なおかつその作りだす力を失

わない試⾦石です。同じように、創造は無数に繰りかえされ、すべてが維持され、そして一

定期間の終わりにことごとく破壊されます――しかし、根源の創造者である至高主は無傷で、

そしてその力は決して衰えません。二次的創造はブラフマーによって為されますが、ブラフ

マーは至高主神によって作られます。主シヴァは全創造界を破壊しますが、最終的には主シ

ヴァもヴィシュヌによって消滅させられます。主ヴィシュヌだけが残るのです。ヴェーダ聖

歌では、始めにヴィシュヌだけが存在し、終わりに主だけが残る、と言われています。 

もうひとつのたとえから、至高主の想像を絶する力が理解できます。近代戦争の歴史で、

最高人格主神はヒトラーを作りだし、そのまえにナポレオン・ボナパルトを作り、両者とも

戦争で大勢の人々を殺しました。しかし、最後にはナポレオンもヒトラーも殺されています。

今でも多くの人々がヒトラーやナポレオンについて本を書いたり、あるいはそのような本を

読んだりすることに興味を持っています。毎年のように、ヒトラーが強制収容所で多くのユ

ダヤ人を殺害したことを書いた本が出版されています。ところが、だれがヒトラーを殺した

のか、あるいはだれが大量虐殺を発生させたのかということでは、だれも調べる人はいませ

ん。主の献愛者は、移りかわる世界の歴史の研究に関心はありません。根源の創造者、維持

者、破壊者である主だけに関心を持っています。そして、それがクリシュナ意識運動の目標

でもあります。 
 

第２０節第２０節第２０節第２０節 
 

Na vE SvPa+aae_SYa ivPa+a Wv va 
ParSYa Ma*TYaaeivRXaTa" SaMa& Pa[Jaa" ) 

Ta& DaavMaaNaMaNauDaavNTYaNaqXaa 
YaQaa rJaa&SYaiNal&/ >aUTaSaºa" )) 20 )) 
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ナ ヴァイ スヴァ・パクショー シャ ヴィパクシャ エーヴァ ヴァー 

na vai sva-pakño 'sya vipakña eva vä 
 

パラッシャ ムリテョール ヴィシャタハ サマンム プラジャーハ 

parasya måtyor viçataù samaà prajäù 
 

タンム ダハーヴァマーナンム アヌダハーヴァンティ アニーシャ 

taà dhävamänam anudhävanty anéçä 
 

ヤタハー ラジャーンムシ アニランム ブフータ・サンガハーハ 

yathä rajäàsy anilaà bhüta-saìghäù 
 

na—〜ではない; vai—しかし; sva-pakñaù—仲間; asya—最高人格主神の; vipakñaù—

敵; eva—確かに; vä—あるいは; parasya—至高者の; måtyoù—時という形で; viçataù—入

っている; samam—等しく; prajäù—生命体; tam—主に; dhävamänam—動いている; 

anudhävanti— 後 ろ か ら つ い て く る ; anéçäù— 生 命 体 に 応 じ て ; yathä— 〜 と し て ; 

rajäàsi—埃の粒子; anilam—風; bhüta-saìghäù—他の物質的要素。 
 

最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神は、永遠な時という姿で物質界に存在し、だれにでも中立の立場をとっは、永遠な時という姿で物質界に存在し、だれにでも中立の立場をとっは、永遠な時という姿で物質界に存在し、だれにでも中立の立場をとっは、永遠な時という姿で物質界に存在し、だれにでも中立の立場をとっ

ている。だれも主の仲間でも、あるいは敵でもない。時に支配されながら、だれもが自ている。だれも主の仲間でも、あるいは敵でもない。時に支配されながら、だれもが自ている。だれも主の仲間でも、あるいは敵でもない。時に支配されながら、だれもが自ている。だれも主の仲間でも、あるいは敵でもない。時に支配されながら、だれもが自

分のカルマ、すなわち果報的活動の結果で楽しんだり苦しんだりしている。風が吹いて分のカルマ、すなわち果報的活動の結果で楽しんだり苦しんだりしている。風が吹いて分のカルマ、すなわち果報的活動の結果で楽しんだり苦しんだりしている。風が吹いて分のカルマ、すなわち果報的活動の結果で楽しんだり苦しんだりしている。風が吹いて

小さな埃の粒子が空中に舞いあがるように、魂は特定のカルマに応じて、物質生活で苦小さな埃の粒子が空中に舞いあがるように、魂は特定のカルマに応じて、物質生活で苦小さな埃の粒子が空中に舞いあがるように、魂は特定のカルマに応じて、物質生活で苦小さな埃の粒子が空中に舞いあがるように、魂は特定のカルマに応じて、物質生活で苦

しんだり楽しんだりしているのである。しんだり楽しんだりしているのである。しんだり楽しんだりしているのである。しんだり楽しんだりしているのである。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

最高人格主神はすべての原因の原因ではありますが、私たちの物質的な苦しみや楽しみの

責任を負っているわけではありません。至高主は不公平ではないのです。知性に欠ける人は、

神は不公平だから、物質界では楽しんでいる人がいるいっぽう、苦しんでいる人もいる、と

非難します。しかしこの節は、至高主にはそのような不公平さはない、と断言しています。

しかしまた、生命体も決して自由な身ではありません。至高の支配者に対して決別を宣言し

たとたん、かれらは物質界に送られ、自分の手で幸運を手に入れるために力をつくします。

そのように間違って導かれた生命体のために物質界が作られるとき、かれらは自分のカル

マ・果報的活動を作りだし、時を利用し、そしてその結果、自分の幸運や不運を作りだして

いきます。だれもが作られ、だれもが維持され、だれもがやがて殺されます。この３つに関

するかぎり、主はだれにでも平等な方です。苦しむか楽しむかは、私たち自身のカルマによ

るものです。生命体の立場の優劣、苦しみや楽しみは、自分自身のカルマで生じています。

これに関して使われている適切なことばはanéçäù（アニーシャーハ）で、「自分のカルマで決ま

る」という意味です。その例として、「政府はどの市⺠にも政府の影響力や統制力を行使し

ますが、市⺠は、各個人の選択しだいでさまざまな境遇を強いられるような状況を自分で作
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りだす」という例が挙げられます。この節では、風が吹いて埃の粒子が空中に飛ぶ、という

例が挙げられています。雨期になると稲妻が光るようになり、激しい雨が降りはじめ、こう

して雨期が森にさまざまな環境を作りだします。神はとても親切な方です――だれにでも等

しく機会を提供します――しかし個人のカルマに応じて、ある人は苦しみ、また別の人は楽

しむのです。 
 

第２１節第２１節第２１節第２１節 

 

AaYauzae_PacYa& JaNTaaeSTaQaEvaePacYa& iv>au"       ) 
o>aa>Yaa& rihTa" SvSQaae du"SQaSYa ivdDaaTYaSaaE )) 21 )) 

 
アーユショー パチャヤンム ジャントース 

äyuño 'pacayaà jantos 
 

タタハイヴォーパチャヤンム ヴィブフフ 

tathaivopacayaà vibhuù 
 

ウバハービャーンム ラヒタハ スヴァ・ストホー 

ubhäbhyäà rahitaù sva-stho 
 

ドゥフスタハッシャ ヴィダダハーティ アサウ 

duùsthasya vidadhäty asau 
 

äyuñaù—寿命の; apacayam—減少; jantoù—生命体の; tathä—同じように; eva—もま

た; upacayam—増える; vibhuù—最高人格主神; ubhäbhyäm—両方の; rahitaù—自由な; 

sva-sthaù—つねに超越的な境地にいる; duùsthasya—カルマの法則下にいる生命体の; 

vidadhäti—与える; asau—主。 
 

最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神ヴィシュヌはあらゆる力をそなえ、生命体に果報的活動の結果をさずけヴィシュヌはあらゆる力をそなえ、生命体に果報的活動の結果をさずけヴィシュヌはあらゆる力をそなえ、生命体に果報的活動の結果をさずけヴィシュヌはあらゆる力をそなえ、生命体に果報的活動の結果をさずけ

る。そのため、ある生物の寿命がひじょうに短かったり、別の生物の寿命がひじょうにる。そのため、ある生物の寿命がひじょうに短かったり、別の生物の寿命がひじょうにる。そのため、ある生物の寿命がひじょうに短かったり、別の生物の寿命がひじょうにる。そのため、ある生物の寿命がひじょうに短かったり、別の生物の寿命がひじょうに

⻑かったりしても、⻑かったりしても、⻑かったりしても、⻑かったりしても、主はいつでも超越的な境地にあり、また主の寿命が減少・増加した主はいつでも超越的な境地にあり、また主の寿命が減少・増加した主はいつでも超越的な境地にあり、また主の寿命が減少・増加した主はいつでも超越的な境地にあり、また主の寿命が減少・増加した

りすることはありえない。りすることはありえない。りすることはありえない。りすることはありえない。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

蚊も主ブラフマーも物質界に住む生物で、至高主の小さな火花、そして部分体です。蚊の

短い寿命、そして主ブラフマーのひじょうに⻑い寿命は、それぞれのカルマの結果に応じて

最高人格主神が与えたものです。しかし『ブラフマ・サムヒター』にはkarmäëi nirdahati

（カルマーニ ニルダハティ）、「主は、献愛者の活動の反動を減少あるいは消滅させる」という

ことばがあります。同じ事実について『バガヴァッド・ギーター』がyajïärthät karmaëo 
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'nyatra（ヤギャールタハートゥ カルマノー ニャトゥラ）と述べています。つまり、至高主を満足さ

せるためだけにカルマを履行しなくてはならない、さもなければカルマの動・反動に縛られ

る、ということです。カルマの法則により、生命体は、永遠な時という規則にしばられなが

ら宇宙をさまよい、ときには蚊、ときには主ブラフマーになったりします。理性ある人にと

って、このような体験はなんの益にもなりません。『バガヴァッド・ギーター』（第９章・

第25節）がyänti deva-vratä devän（ヤーンティ デーヴァ・ヴラター デーヴァーン）と私たちに警告

しています。つまり、半神崇拝に夢中になっている者は半神の惑星に行き、ピター・祖先の

崇拝に夢中になっている者はピターに行く、という教えです。物質的なおこないに心が向け

られていれば物質界にいつづけます。しかし献愛奉仕に励んでいる人々は、誕生も死もなく、

カルマの法則に影響された多種多様な生物もいない最高人格主神の住居に到達します。生命

体が持つべき最善の関心は、献愛奉仕をして、ふるさとへ、神の元へ帰っていくことにあり

ます。シュリーラ・バクティヴィノーダ・タークラがつぎのように助言をしています。「友

よ。あなたは、時という自然界の波にもてあそばれている。自分は主の永遠な召使いである

ことを、どうか理解してほしい。それができれば、問題はすべて終わり、とわの幸福に包ま

れる」 
 

第２２節第２２節第２２節第２２節 
 

ke-icTk-MaR vdNTYaeNa& Sv>aavMaPare Na*Pa  ) 
Wke- k-al&/ Pare dEv& Pau&Sa" k-aMaMauTaaPare  )) 22 )) 

 
ケーチトゥ カルマ ヴァダンティ エーナンム 

kecit karma vadanty enaà 
 

スヴァバハーヴァンム アパレー ヌリパ 

svabhävam apare nåpa 
 

エーケー カーランム パレー ダイヴァンム 

eke kälaà pare daivaà 
 

プンムサハ カーマンム ウターパレー 

puàsaù kämam utäpare 
 

kecit— あ る 者 た ち ; karma— 果 報 的 活 動 ; vadanti— 説 明 す る ; enam— そ の ; 

svabhävam—自然 ; apare—他の者たち ; nåpa—ドゥルヴァ王よ ; eke—ある者たち ; 

kälam—時; pare—他の者たち; daivam—運命; puàsaù—生命体の; kämam—望み; uta—

もまた; apare—他の者たち。 
 

ある者は、さまざまな生物に見られる違い、苦しみ、楽しみを、カルマの結果だと説ある者は、さまざまな生物に見られる違い、苦しみ、楽しみを、カルマの結果だと説ある者は、さまざまな生物に見られる違い、苦しみ、楽しみを、カルマの結果だと説ある者は、さまざまな生物に見られる違い、苦しみ、楽しみを、カルマの結果だと説

く。またいっぽうで、自然によるものと説いたり、時によるものと説いたり、運命によく。またいっぽうで、自然によるものと説いたり、時によるものと説いたり、運命によく。またいっぽうで、自然によるものと説いたり、時によるものと説いたり、運命によく。またいっぽうで、自然によるものと説いたり、時によるものと説いたり、運命によ

るものと説いたり、さらに生命体の望みによるもの、と説く者もいる。るものと説いたり、さらに生命体の望みによるもの、と説く者もいる。るものと説いたり、さらに生命体の望みによるもの、と説く者もいる。るものと説いたり、さらに生命体の望みによるもの、と説く者もいる。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ミーマーンサカ（mémäàsaka）、無神論、天文学者、性信奉者、その他さまざまな推論

者など、さまざまな哲学者がいます。しかし結論として言えるのは、私たちを物質界の多種

多様な生物種に縛りつけるのは、自分自身の活動である、ということです。どのようにして

そのような生物が作られたのかがヴェーダに説かれています。生命体の望みが作りだしたの

です。生命体は、命のない石ころではありません。さまざまな望み、すなわちカーマ（käma）

を持っています。ヴェーダは、kämo'karñét（カーモー カルシートゥ）と言います。生命体は本

来主の部分体、つまり火本体から出た火の粉のような存在ですが、物質界に転落し、自然界

を支配しようとする望みに駆られるようになりました。それは事実です。だれもが、能力の

かぎりをつくして物質資源を支配しようとしています。 

このカーマ、望みを消すことはできません。望みを捨てればふたたび解放される、と説く

哲学者がいます。しかし、望みを放棄することはできません。望みは生命体の兆候のひとつ

なのですから。望みを失った生命体は、命を持たない石にすぎない。ゆえにシュリーラ・ナ

ローッタマ・ダーサ・タークラは、望みを最高人格主神に仕えることに向けるよう私たちに

助言します。そうすれば、私たちの望みは浄化されます。望みが浄化されれば、すべての物

質的穢れから解放されます。結論として「多様な生物、そしてその喜びや苦痛について説く

さまざまな哲学者の理論はどれも不完全である」ということが言えます。私たちはだれもが

神の永遠な召使いであり、その絆を忘れたときに物質界に投げいれられ、そこでさまざまな

活動をはじめ、その結果として苦しんだり楽しんだりする――これが正しい結論です。私た

ちは自分の望みのために物質界という海で溺れているのですが、その望みを浄化させ、主へ

の献愛奉仕に使わなくてはなりません。それができるとき、さまざまな姿や状態で宇宙をさ

まよいつづける病が終わりを告げるのです。 
 

第２第２第２第２３節３節３節３節 
 

AVYa¢-SYaaPa[MaeYaSYa NaaNaaXa¢-yudYaSYa c     ) 
Na vE ick-IizRTa& TaaTa k-ae vedaQa SvSaM>avMa( )) 23 )) 

 
アヴャクタッシャープラメーヤッシャ 

avyaktasyäprameyasya 
 

ナーナー・シャクティ・ウダヤッシャ チャ 

nänä-çakty-udayasya ca 
 

ナ ヴァイ チキールシタンム タータ 

na vai cikérñitaà täta 
 

コー ヴェーダータハ スヴァ・サンムバハヴァンム 

ko vedätha sva-sambhavam 
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avyaktasya—現わされていない方の; aprameyasya—超越的な方の; nänä—さまざまな; 

çakti—エネルギー; udayasya—〜を起こす方の; ca—もまた; na—決してない; vai—確か

に; cikérñitam—その計画; täta—我が子よ; kaù—〜である者; veda—知ることができる; 

atha—ゆえに; sva—自身の; sambhavam—根源。 
 

絶対真理者、超越者は、不完全な感覚による努絶対真理者、超越者は、不完全な感覚による努絶対真理者、超越者は、不完全な感覚による努絶対真理者、超越者は、不完全な感覚による努力でも、そして直接の経験でも知るこ力でも、そして直接の経験でも知るこ力でも、そして直接の経験でも知るこ力でも、そして直接の経験でも知るこ

とはできない。主は完璧な物質エネルギーといったさまざまな力の主とはできない。主は完璧な物質エネルギーといったさまざまな力の主とはできない。主は完璧な物質エネルギーといったさまざまな力の主とはできない。主は完璧な物質エネルギーといったさまざまな力の主（ぬし）（ぬし）（ぬし）（ぬし）であり、だであり、だであり、だであり、だ

れも主の計画や行動を理解することはできない。ゆえに、主はあらゆる原因の根源の原れも主の計画や行動を理解することはできない。ゆえに、主はあらゆる原因の根源の原れも主の計画や行動を理解することはできない。ゆえに、主はあらゆる原因の根源の原れも主の計画や行動を理解することはできない。ゆえに、主はあらゆる原因の根源の原

因ではあるけれども、だれも、心による推論で主を知ることはできない。因ではあるけれども、だれも、心による推論で主を知ることはできない。因ではあるけれども、だれも、心による推論で主を知ることはできない。因ではあるけれども、だれも、心による推論で主を知ることはできない。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ここで、「さまざまな理論を提唱する哲学者がいるが、いったいだれが正しいことを言っ

ているのか」という質問があることでしょう。その答は、「絶対真理者、超越者は、直接の

経験や推論ではぜったいに理解できない」ということばにつきます。心を使った推論者はカ

エル博士です。１メートル程度の井戸に住んでいたあるカエルが、自分の井戸の広さを目安

にして大⻄洋の⻑さや広さを計算しようとした、という話です。しかし、カエル博士にでき

ることではありません。アカデミー会員でも、哲学者でも、教授でも、絶対真理者について

推論したり、あるいは理解したりすることなどできるわけがないのです。感覚に限りがある

からです。すべての原因の原因である絶対真理者は、絶対真理者自身が知りえることであり、

上昇方法による努力で主に辿りつくことはできません。夜太陽が見えないとき、あるいは日

中雲に覆われているときは、太陽が雲の上にあっても、体や心の力を使ったり機械を使った

りしてもその覆いを取りさることはできません。強力な投光器を発明し、屋上に登り、闇夜

を照らして太陽を見ようとする試みが成功するわけがありません。そのような投光器はあり

もしないし、作ることもできません。 

この節のavyakta（アヴャクタ）「現わされていない」ということばには、いわゆる高度な科

学的知識の力を使っても絶対真理者は現わすことができないという意味がこめられていま

す。超越者は、私たちの直接の体験では理解できません。絶対真理者の理解は、太陽が雲に、

あるいは夜の闇に包まれている状態と比較できます。つまり、太陽が独自の軌道にしたがっ

て朝昇れば、太陽そのものも、あたりも、自分も見ることができるようになります。自己を

悟るこの理解の仕方をアートマ・タットヴァ（ätma-tattva）といいます。しかし、このア

ートマ・タットヴァの段階に来なければ、自分が生まれた時のまま、すなわち無知にとどま

らなくてはなりません。このような状況下では、だれも最高人格主神を理解することはでき

ません。主は、ヴェーダ経典がparäsya çaktir vividhaiva çrüyate（パラーッシャ チャクティル ヴ

ィヴィダハイヴァ シュルーヤテー）と述べているように、さまざまなエネルギーをそなえています
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（『チャタンニャ・チャリタームリタ』マデャ・第13章・第65節・要旨解説）。主は永遠な

る時という力もそなえています。私たちが見ている、あるいは体験している物質エネルギー

だけではなく、時の流れのなかで、必要なときに多くのエネルギーを表わします。物質的科

学者は、さまざまなエネルギーの１部分を研究しているにすぎません。多様なエネルギーの

ひとつを取りあげ、限られた知識にもとづいてそのエネルギーを理解しようとしているので

すが、物質的科学の力では絶対真理者を知りつくすことはできません。物質的科学者には、

将来なにが起こるか予想できません。しかし、バクティ・ヨーガは、いわゆる高度な科学的

知識とはまったく次元が違う方法です。献愛者は至高者にすべてをゆだね、そして主はいわ

れのない慈悲の心から献愛者に自らをしめします。『バガヴァッド・ギーター』でdadämi 

buddhi-yogaà tam（ダダーミ ブッディ・ヨーガンム タンム）と言われています。主は言います、

「わたしは献愛者に知性をさずける」と。どのような知性を？ Yena mäm upayänti te（イ

ェーナ マーンム ウパヤーンティ テー）。主は、無知の大海を渡りきり、ふるさとへ、神の元へ

帰ることのできる知性をさずけるのです。結論として、すべての原因の原因である絶対真理

者、あるいは至高のブラフマンは、哲学的思索では理解できないけれども、献愛者は主の蓮

華の御足に完全に身をゆだねているからこそ、主がみずからを献愛者にしめす、ということ

が言えます。ですから『バガヴァッド・ギーター』は、絶対真理者がこの惑星に降誕したと

きに自ら語った啓示経典として受けいれなくてはなりません。知性ある人は、神を理解した

いのであれば、この超越的な経典を真正な精神指導者に導かれて学ばなくてはなりません。

そうすることで、クリシュナをかんたんに、そしてありのままに理解することができます。 

 

第２４節第２４節第２４節第２４節 

 

Na cETae Pau}ak- >a]aTauhRNTaarae DaNadaNauGaa"    ) 
ivSaGaaRdaNaYaaeSTaaTa Pau&Saae dEv& ih k-ar<aMa( )) 24 )) 

 
ナ チャイテー プトゥラカ ブフラートゥル 

na caite putraka bhrätur 
 

ハンターロー ダハナダーヌガーハ 

hantäro dhanadänugäù 
 

ヴィサルガーダーナヨース タータ 

visargädänayos täta 
 

プンムソー ダイヴァンム ヒ カーラナンム 

puàso daivaà hi käraëam 
 

na—決して〜ではない; ca—もまた; ete—これらすべて; putraka—我が子よ; bhrätuù—

お前の弟の; hantäraù—殺害者; dhanada—クヴェーラの; anugäù—従者; visarga—誕生
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の; ädänayoù—死の; täta—我が子よ; puàsaù—生物の; daivam—至高者; hi—確かに; 

käraëam—その原因。 
 

我が子よ。クヴェーラの子孫であるこのヤクシャ族は、おまえの弟のほんとうの殺害我が子よ。クヴェーラの子孫であるこのヤクシャ族は、おまえの弟のほんとうの殺害我が子よ。クヴェーラの子孫であるこのヤクシャ族は、おまえの弟のほんとうの殺害我が子よ。クヴェーラの子孫であるこのヤクシャ族は、おまえの弟のほんとうの殺害

者ではない。生物の誕生と死は、すべての原因の原因である至高主によって起こされて者ではない。生物の誕生と死は、すべての原因の原因である至高主によって起こされて者ではない。生物の誕生と死は、すべての原因の原因である至高主によって起こされて者ではない。生物の誕生と死は、すべての原因の原因である至高主によって起こされて

いる。いる。いる。いる。 

 

第２５節第２５節第２５節第２５節 

 

Sa Wv ivì& Sa*JaiTa Sa WvaviTa hiNTa c ) 
AQaaiPa ùNahªaraàaJYaTae Gau<ak-MaRi>a"   )) 25 )) 

 
サ エーヴァ ヴィシュヴァンム スリジャティ 

sa eva viçvaà såjati 
 

サ エーヴァーヴァティ ハンティ チャ 

sa evävati hanti ca 
 

アタハーピ ヒ アナハンカーラーン 

athäpi hy anahaìkärän 
 

ナージャテー グナ・カルマビヒヒ 

näjyate guëa-karmabhiù 
 

saù—主; eva—確かに; viçvam—宇宙; såjati—創造する; saù—主; eva—確かに; avati—

維持する; hanti—破壊する; ca—もまた; atha api—さらに; hi—確かに; anahaìkärät—自

我がない状態であることから; na—ではない; ajyate—巻きこまれる; guëa—物質自然の様

式によって; karmabhiù—活動によって。 
 

最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神はこの物質界を創造し、維持し、一定期間後に破壊するが、その活動をはこの物質界を創造し、維持し、一定期間後に破壊するが、その活動をはこの物質界を創造し、維持し、一定期間後に破壊するが、その活動をはこの物質界を創造し、維持し、一定期間後に破壊するが、その活動を

超絶した方であるためるために、そのような行動によって自我や物質自然の様式に影響超絶した方であるためるために、そのような行動によって自我や物質自然の様式に影響超絶した方であるためるために、そのような行動によって自我や物質自然の様式に影響超絶した方であるためるために、そのような行動によって自我や物質自然の様式に影響

されることはない。されることはない。されることはない。されることはない。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

この節にあるanahaìkära（アナハンカーラ）は「自我がない」という意味です。条件づけら

れた魂には偽の自我があり、自分のカルマの結果として、物質界でさまざまな肉体を得ます。

ときには半神の体を得て、その体が自分である考える。同じように、犬の体を得たときには、

やはりその体が自分だと思う。しかし最高人格主神の場合、体と魂という違いはありません。

ですから『バガヴァッド・ギーター』では、「クリシュナをふつうの人間として考える者は、

主の超越的な特質を知らないのであり、救いようのない愚か者である」と明言されています。
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主は言います、na mäà karmäëi limpanti（ナ マーンム カルマーニ リンムパンティ）（『バガヴ

ァッド・ギーター』第４章・第14節）。主は物質自然の様式に影響されていないために、な

にをしてもその行動に影響されることはありません。私たちの場合、肉体を持っているとい

うことそのものが物質自然の様式に影響されている証拠です。主はアルジュナに、「あなた

もわたしもこれまで多くの誕生を経てきた。しかし、わたしはそのすべてを覚えているがあ

なたは覚えていない」言います。それが生命体、つまり条件づけられた魂と至高の魂の違い

です。超霊魂、最高人格主神に物質の肉体はありません、そしてその肉体を持たないがゆえ

に、自分がする活動からいっさい影響を受けません。クリシュナの体は物質の徳性の様式が

凝縮された結果である、と考える多くのマーヤーヴァーディー哲学者がおり、クリシュナの

魂とクリシュナの体を区別して考えます。しかし事実として言えるのは、条件づけられた魂

の肉体は、たとえその魂が物質自然の徳性を十分にそなえているとしても結局は物質ですが、

クリシュナの体は決して物質ではない、ということです。超越的な体なのです。クリシュナ

は、偽りで一時的な体と自分を同一視することはないため、クリシュナに偽の自我はありま

せん。主の体はつねに永遠で、根源の精神的な体で物質界に降誕します。このことは『バガ

ヴァッド・ギーター』でparaà bhävam（パランム バハーヴァンム）ということばで説明されて

います。Paraà bhävamとdivyam（ディヴャンム）ということばは、クリシュナの個性を理解

するにあたって特に重要な意味が含まれています。 
 

第２６節第２６節第２６節第２６節 

 

Wz >aUTaaiNa >aUTaaTMaa >aUTaeXaae >aUTa>aavNa"     ) 
SvXa¢-ya MaaYaYaa Yau¢-" Sa*JaTYaita c PaaiTa c )) 26 )) 

 
エーシャ ブフーターニ ブフータートゥマー 

eña bhütäni bhütätmä 
 

ブフーテーショー ブフータ・バハーヴァナハ 

bhüteço bhüta-bhävanaù 
 

スヴァ・シャクテャー マーヤヤー ユクタハ 

sva-çaktyä mäyayä yuktaù 
 

スリジャティ アッティ チャ パーティ チャ 

såjaty atti ca päti ca 
 

eñaù—この; bhütäni—創造された生物; bhüta-ätmä—全生命体の超霊魂; bhüta-éçaù—

だれをも支配する方; bhüta-bhävanaù—だれをも維持する方; sva-çaktyä—自分の勢力を

とおして; mäyayä—外的力; yuktaù—そのような媒体をとおして; såjati—創造する; atti—

破壊する; ca—そして; päti—維持する; ca—そして。 
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最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神は全生物の超霊魂である。主はだれをも支配し、維持する方である。外は全生物の超霊魂である。主はだれをも支配し、維持する方である。外は全生物の超霊魂である。主はだれをも支配し、維持する方である。外は全生物の超霊魂である。主はだれをも支配し、維持する方である。外

的勢力という媒体をとおして、主は全生物を創造し、維持し、そして破壊する。的勢力という媒体をとおして、主は全生物を創造し、維持し、そして破壊する。的勢力という媒体をとおして、主は全生物を創造し、維持し、そして破壊する。的勢力という媒体をとおして、主は全生物を創造し、維持し、そして破壊する。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

創造には２種類の力が使われます。主は、外的勢力すなわち物質エネルギーを使って物質

界を創造しますが、精神界は主の内的勢力の現われです。主はつねに内的勢力とかかわって

いますが、物質エネルギーからは離れた境地にあります。そのことについて主は『バガヴァ

ッド・ギーター』（第９章・第４節）で、mat-sthäni sarva-bhütäni na cähaà teñv avasthitaù

（マトゥ・スタハーニ サルヴァ・ブフーターニ ナ チャーハンム テーシュヴ アヴァスティタハ）「全生命体

はわたしによって、わたしの勢力によって支えられている、しかしわたしはどこにでもいる

わけではない」と言います。主はいつでも精神界にいます。物質界であっても、至高主が自

ら存在する場所は、どこであっても精神界と考えられています。たとえば、主は寺院で純粋

な献愛者たちに崇拝されていますから、寺院は精神界と考えなくてはなりません。 
 

第２７節第２７節第２７節第２７節 

 

TaMaev Ma*TYauMaMa*Ta& TaaTa dEv& 
SavaRTMaNaaePaeih JaGaTParaYa<aMa( ) 

YaSMaE bil&/ ivìSa*Jaae hriNTa 
Gaavae YaQaa vE NaiSa daMaYaiN}aTaa" )) 27 )) 

 
タンム エーヴァ ムリテュンム アムリタンム タータ ダイヴァンム 

tam eva måtyum amåtaà täta daivaà 
 

サルヴァートゥマノーペーヒ ジャガトゥ・パラーヤナンム 

sarvätmanopehi jagat-paräyaëam 
 

ヤスマイ バリンム ヴィシュヴァ・スリジョー ハランティ 

yasmai balià viçva-såjo haranti 
 

ガーヴォー ヤタハー ヴァイ ナシ ダーマ・ヤントゥリターハ 

gävo yathä vai nasi däma-yantritäù 
 

tam—主に; eva—確かに; måtyum—死; amåtam—不死; täta—我が子よ; daivam—至高

者; sarva-ätmanä—あらゆる面で; upehi—身をゆだねる; jagat—世界の; paräyaëam—究

極の目標; yasmai—〜である方に; balim—捧げ物; viçva-såjaù—ブラフマーのような半神

たちすべて; haranti—身に付ける; gävaù—牡牛; yathä—〜のように; vai—間違いなく; 

nasi—鼻に; däma—ひもで; yantritäù—支配されて。 
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ドゥルヴァよ。世界の繁栄の究極目標であるドゥルヴァよ。世界の繁栄の究極目標であるドゥルヴァよ。世界の繁栄の究極目標であるドゥルヴァよ。世界の繁栄の究極目標である最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神に身をゆだねるのだ。主ブに身をゆだねるのだ。主ブに身をゆだねるのだ。主ブに身をゆだねるのだ。主ブ

ラフマーを筆頭に、半神をも含むだれもが主の支配下にある。牡牛が、鼻先につけられラフマーを筆頭に、半神をも含むだれもが主の支配下にある。牡牛が、鼻先につけられラフマーを筆頭に、半神をも含むだれもが主の支配下にある。牡牛が、鼻先につけられラフマーを筆頭に、半神をも含むだれもが主の支配下にある。牡牛が、鼻先につけられ

たひもに動かされて飼い主に支配されているように。たひもに動かされて飼い主に支配されているように。たひもに動かされて飼い主に支配されているように。たひもに動かされて飼い主に支配されているように。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

物質的な病とは、至高の支配者との離別を宣言することをさします。物質存在は、至高の

支配者を忘れて物質自然界を支配しようと望むことからはじまるのです。物質界にいるだれ

もが力のかぎりをつくして最高の支配者になろうとしています――個人として、国家として、

社会として、そしてその他多くの方法をとおして。ドゥルヴァ・マハーラージャは祖父から

戦いをやめるよう助言を受けましたが、それはドゥルヴァがヤクシャ族全体を抹殺しようと

する個人的な野心に固執していたことを祖父が憂慮していたからです。ですから、この節に

あるように、祖父スヴァーヤンブヴァ・マヌは、至高の支配者の境地について説明すること

で、ドゥルヴァの最後の問題点である誤った野心を根絶したいと考えました。この節の

måtyum amåtam（ムリテュンム アムリタンム）「死と不死」ということばは重要です。『バガヴ

ァッド・ギーター』で主は、「わたしは、悪魔たちからすべてを奪いさる究極の死である」

と言っています。悪魔たちは、物質自然界の主人として生存競争に奔走し、繰りかえし死に

直面し、物質界との網の目のような癒着関係を作りだしています。主は悪魔たちにとって死

そのものですが、献愛者にはアムリタ（amåta）、すなわち永遠な生活です。主にいつも仕

えている献愛者たちはすでに不滅の生活を手にいれています。現世でしていることすべてを

来世でもするからです。物質的な体を精神的な体に交換するにすぎません。悪魔とは違い、

献愛者は肉体をこれ以上変えることはありません。つまり、主は同時に死でも不死でもあり

ます。悪魔にとっては死、そして献愛者にとっては不死ということです。ドゥルヴァ・マハ

ーラージャは個人的な野心を捨てて主にすっかり身をゆだねるよう助言を受けています。

「なぜ、半神が崇拝されるのか」という質問があるかもしれません。その答はこの節にあり

ます。半神は知性に欠ける人々に崇拝されている、ということです。半神自身は、究極的に

最高人格主神の満足のために、さまざまな儀式を受けいれているのです。 
 

第２８節第２８節第２８節第２８節 

 

Ya" PaÄvzaeR JaNaNaq& Tv& ivhaYa 
MaaTau" SaPaTNYaa vcSaa i>aàMaMaaR ) 

vNa& GaTaSTaPaSaa Pa[TYaGa+a‚ 
MaaraDYa le/>ae MaUiDNaR Pad& i}al/aeKYaa" )) 28 )) 
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ヤハ パンチャ・ヴァルショー ジャナニーンム トゥヴァンム ヴィハーヤ 

yaù païca-varño jananéà tvaà vihäya 
 

マートゥフ サパトゥニャー ヴァチャサー ビヒンナ・マルマー 

mätuù sapatnyä vacasä bhinna-marmä 
 

ヴァナンム ガタス タパサー プラテャグ・アクシャンム 

vanaà gatas tapasä pratyag-akñam 
 

アーラーデャ レーベヘー ムールドゥニ パダンム トゥリ・ローキャーハ 

ärädhya lebhe mürdhni padaà tri-lokyäù 
 

yaù—〜である者; païca-varñaù—５歳; jananém—⺟親; tvam—お前; vihäya—捨て去

っ て い る ; mätuù— ⺟ 親 の ; sa-patnyäù— 側 室 の ; vacasä— 言 葉 に よ っ て ; 

bhinna-marmä—心を傷つけられて; vanam—森に; gataù—行った; tapasä—苦行によっ

て; pratyak-akñam—至高主; ärädhya—崇拝している; lebhe—到達した; mürdhni—頂点

に; padam—位置; tri-lokyäù—三界の。 
 

ドゥルヴァよ。おまえは５歳のとき、継⺟のことばにたいそう傷つけられ、大胆にもドゥルヴァよ。おまえは５歳のとき、継⺟のことばにたいそう傷つけられ、大胆にもドゥルヴァよ。おまえは５歳のとき、継⺟のことばにたいそう傷つけられ、大胆にもドゥルヴァよ。おまえは５歳のとき、継⺟のことばにたいそう傷つけられ、大胆にも

⺟親の保護を捨て、⺟親の保護を捨て、⺟親の保護を捨て、⺟親の保護を捨て、最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神の悟りを求めてヨーガに没頭するために森に入った。の悟りを求めてヨーガに没頭するために森に入った。の悟りを求めてヨーガに没頭するために森に入った。の悟りを求めてヨーガに没頭するために森に入った。

その結果、おまえはすでにその結果、おまえはすでにその結果、おまえはすでにその結果、おまえはすでに三界の頂点に到達している。三界の頂点に到達している。三界の頂点に到達している。三界の頂点に到達している。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

マヌは自分の家系に、５歳の若さで最高人格主神を瞑想し、６ヶ月で至高主に出会うこと

ができたドゥルヴァ・マハーラージャがいることを誇りに思っています。事実、ドゥルヴァ・

マハーラージャはマヌ王家の、すなわち人間の家系にとって誉れ高い人物です。人類はマヌ

からはじまっています。「人間」はサンスクリット語でマヌッシャ（manuñya）といい、そ

れは「マヌの子孫」という意味です。ドゥルヴァ・マハーラージャは、スヴァーヤンブヴァ・

マヌの家系の誉れであることはもちろん、人間社会全体の誉れでもあります。ドゥルヴァ・

マハーラージャはすでに至高主神に服従した人物だったからこそ、そのような魂にふさわし

くないことをしないよう求められたのです。 
 

第２９節第２９節第２９節第２９節 

 

TaMaeNaMa(r)aTMaiNa Mau¢-ivGa]he 
VYaPaaié[Ta& iNaGauR<aMaek-Ma+arMa( ) 

AaTMaaNaMaiNvC^ ivMau¢-MaaTMad*Ga( 
YaiSMaiàd& >aedMaSaTPa[TaqYaTae )) 29 )) 
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タンム エーナンム アンガートゥマニ ムクタ・ヴィグラヘー 

tam enam aìgätmani mukta-vigrahe 
 

ヴャパーシュリタンム ニルグナンム エーカンム アクシャランム 

vyapäçritaà nirguëam ekam akñaram 
 

アートゥマーナンム アンヴィッチャ ヴィムクタンム アートゥマ・ドゥリグ 

ätmänam anviccha vimuktam ätma-dåg 
 

ヤスミンー イダンム ベヘーダンム アサトゥ プラティーヤテー 

yasminn idaà bhedam asat pratéyate 
 

tam—主に; enam—それ; aìga—ドゥルヴァよ; ätmani—こころに; mukta-vigrahe—怒

りのない; vyapäçritam—位置して; nirguëam—超越的; ekam—１つ; akñaram—完全無欠

のブラフマン; ätmänam—自己; anviccha—見つけようとする; vimuktam—穢れていない; 

ätma-dåk—超霊魂に顔を向ける; yasmin—〜の中に; idam—この; bhedam—識別; asat—

非現実の; pratéyate—〜に見える。 
 

ドゥルヴァよ。だドゥルヴァよ。だドゥルヴァよ。だドゥルヴァよ。だから、どうか気持ちを至高の人物、完全無欠のブラフマンに向けてから、どうか気持ちを至高の人物、完全無欠のブラフマンに向けてから、どうか気持ちを至高の人物、完全無欠のブラフマンに向けてから、どうか気持ちを至高の人物、完全無欠のブラフマンに向けて

ほしい。自分本来の境地に立ち、ほしい。自分本来の境地に立ち、ほしい。自分本来の境地に立ち、ほしい。自分本来の境地に立ち、最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神を見るのだ。そうすれば、自己の悟りのを見るのだ。そうすれば、自己の悟りのを見るのだ。そうすれば、自己の悟りのを見るのだ。そうすれば、自己の悟りの

力によって、物質界にあるさまざまな違いが一時的であることに気づくだろう。力によって、物質界にあるさまざまな違いが一時的であることに気づくだろう。力によって、物質界にあるさまざまな違いが一時的であることに気づくだろう。力によって、物質界にあるさまざまな違いが一時的であることに気づくだろう。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

生命体は、自己を悟る境地に応じて３種類の視野を持っています。肉体観念にいれば、さ

まざまな肉体にもとづく見方をするようになります。魂は多種多様な物質の姿を受けいれま

すが、そのような肉体の変遷にかかわらず、永遠です。ですから、肉体観念で生命体を見る

と、さまざまな姿として存在しているように見えます。主マヌは、ドゥルヴァ・マハーラー

ジャにそのような見方を変えるよう求めています。ヤクシャ族を自分とは違う姿として、ま

た敵として見ていたからです。しかしじつは敵でも友でもありません。だれもがカルマの法

則によってさまざまなタイプの肉体を変えていますが、精神的正体にもとづいて見れば、こ

の法則に囚われた見方はしなくなります。別の言い方をすれば、『バガヴァッド・ギーター』

（第18章・第54節）のことばどおりになります。 
 

ブラフマ・ブフータハ プラサンナートゥマー 

brahma-bhütaù prasannätmä 
 

ナ ショーチャティ ナ カークシャティ 

na çocati na käìkñati 
 

サマハ サルヴェーシュ ブフーテーシュ 

samaù sarveñu bhüteñu 
 

マドゥ・バハクティンム ラバハテー パラーンム 

mad-bhaktià labhate paräm 
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すでに解脱の境地にある献愛者は、外側の肉体にかかわる違いを見ることはありません。

すべての生物を精神的な魂として、主の永遠なる召使いとして見ます。ドゥルヴァ・マハー

ラージャは主マヌに、その視野に立って生命体を見るよう助言を受けました。偉大な献愛者

だったからこそ、ありきたりの視野で他の生命体を見ないよう、とくに戒められたのです。

マヌは間接的にドゥルヴァ・マハーラージャに、ドゥルヴァが物質的な愛着から弟を親族と

見、ヤクシャ族を敵と見た、と指摘しています。そのような区別した物の見方は、主の永遠

な召使いという本来の立場にもどったときに消えていきます。 
 

第３０節第３０節第３０節第３０節 

 

Tv& Pa[TYaGaaTMaiNa Tada >aGavTYaNaNTa 
AaNaNdMaa}a oPaPaàSaMaSTaXa¢-aE ) 

>ai¢&- ivDaaYa ParMaa& XaNakE-rivÛa‚ 
Ga]iNQa& iv>aeTSYaiSa MaMaahiMaiTa Pa[æ!Ma( )) 30 )) 

 
トゥヴァンム プラテャグ・アートゥマニ タダー バハガヴァティ アナンタ 

tvaà pratyag-ätmani tadä bhagavaty ananta 
 

アーナンダ・マートゥラ ウパパンナ・サマスタ・シャクタウ 

änanda-mätra upapanna-samasta-çaktau 
 

バハクティンム ヴィダハーヤ パラマーンム シャナカイル アヴィデャー・ 

bhaktià vidhäya paramäà çanakair avidyä- 
 

グランティンム ヴィベヘートゥッシャシ ママーハンム イティ プラルーダハンム 

granthià vibhetsyasi mamäham iti prarüòham 
 

tvam—おまえ; pratyak-ätmani—超霊魂に; tadä—その時; bhagavati—最高人格主神に; 

anante— 無 限 な 方 ; änanda-mätre— あ ら ゆ る 喜 び の 源 ; upapanna— 〜 を 持 っ た ; 

samasta— す べ て ; çaktau— 勢 力 ; bhaktim— 献 愛 奉 仕 ; vidhäya— 捧 げ る こ と で ; 

paramäm—至高の; çanakaiù—すぐに; avidyä—幻想の; granthim—結び目; vibhetsyasi—

ほどくだろう; mama—私の; aham—私は; iti—そのように; prarüòham—堅く固定されて。 
 

自分にとって自然な境地をそのように取りもどし、すべての喜びの力強い源であり、自分にとって自然な境地をそのように取りもどし、すべての喜びの力強い源であり、自分にとって自然な境地をそのように取りもどし、すべての喜びの力強い源であり、自分にとって自然な境地をそのように取りもどし、すべての喜びの力強い源であり、

超霊魂としてすべての生物のうちにいる至高主に仕えることで、おまえは「私は」とか超霊魂としてすべての生物のうちにいる至高主に仕えることで、おまえは「私は」とか超霊魂としてすべての生物のうちにいる至高主に仕えることで、おまえは「私は」とか超霊魂としてすべての生物のうちにいる至高主に仕えることで、おまえは「私は」とか

「私の」という幻想の考えをやがて忘れて「私の」という幻想の考えをやがて忘れて「私の」という幻想の考えをやがて忘れて「私の」という幻想の考えをやがて忘れていくだろう。いくだろう。いくだろう。いくだろう。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは５歳のときに最高人格主神に出会ったため、すでに解脱を

達成した人物でした。しかし、解脱を達成していてもマーヤーの力にまどわされ、肉体観念
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に囚われて自分をウッタマの兄だと考えていました。全物質界は「私は」とか「私の」とい

う原理で動いています。これが物質界の魅力の原点です。この幻想の概念――「私は」と「私

の」――に魅了されていれば、高尚・低俗さまざまな環境で物質界にとどまらなくてはなり

ません。主クリシュナの恩寵によって、聖者たちや主マヌはドゥルヴァ・マハーラージャに、

「私は」とか「私の」という物質的概念を持ちつづけてはいけない、と戒めました。主への

献愛奉仕だけで、ドゥルヴァの幻想はいともたやすく消しさることができたのです。 
 

第３１節第３１節第３１節第３１節 

 

Sa&YaC^ raez& >ad]& Tae Pa[TaqPa& é[eYaSaa& ParMa(  ) 
é[uTaeNa >aUYaSaa raJaàGadeNa YaQaaMaYaMa(     )) 31 )) 

 
サンムヤッチャ ローシャンム バハドゥランム テー 

saàyaccha roñaà bhadraà te 
 

プラティーパンム シュレーヤサーンム パランム 

pratépaà çreyasäà param 
 

シュルテーナ ブフーヤサー ラージャンー 

çrutena bhüyasä räjann 
 

アガデーナ ヤタハーマヤンム 

agadena yathämayam 
 

saàyaccha—ひたすら抑制せよ; roñam—怒り; bhadram—あらゆる幸運; te—おまえに; 

pratépam—敵; çreyasäm—あらゆる素晴らしさの; param—主要なもの; çrutena—聞くこ

とで; bhüyasä—つねに; räjan—王よ; agadena—薬を使った治療で; yathä—〜として; 

ämayam—病気。 
 

王よ。私が話したことをよく考えるのだ。この教えは病気を治す薬のように効力をあ王よ。私が話したことをよく考えるのだ。この教えは病気を治す薬のように効力をあ王よ。私が話したことをよく考えるのだ。この教えは病気を治す薬のように効力をあ王よ。私が話したことをよく考えるのだ。この教えは病気を治す薬のように効力をあ

らわす。怒りを抑えよ。怒りは精神的悟りの道の最大の敵である。私はおまえの幸運をらわす。怒りを抑えよ。怒りは精神的悟りの道の最大の敵である。私はおまえの幸運をらわす。怒りを抑えよ。怒りは精神的悟りの道の最大の敵である。私はおまえの幸運をらわす。怒りを抑えよ。怒りは精神的悟りの道の最大の敵である。私はおまえの幸運を

心から願っている。私の教えに従いなさい。心から願っている。私の教えに従いなさい。心から願っている。私の教えに従いなさい。心から願っている。私の教えに従いなさい。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ドゥルヴァ・マハーラージャは解脱を達成した魂であり、じっさい、だれかに怒りを感じ

ていたわけではありません。しかし統治する立場にあったことから、国の法律や秩序を守る

ためにも、ときには怒ることも義務とされます。弟のウッタマに過失はなかったのですが、

ひとりのヤクシャ族に殺害されました。ドゥルヴァ・マハーラージャは王でしたから、その

犯罪者を殺すことはドゥルヴァにとって（目には目を、⻭には⻭を、という）義務だったの
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です。宣戦が布告されたあと、ドゥルヴァ・マハーラージャは敢然と戦い、ヤクシャ族を十

分に罰しました。しかし怒りというものは、ひとたび火がつくと、際限なく燃えあがるもの

です。そこでマヌは、ドゥルヴァ・マハーラージャの王としての怒りが限度を超さないよう、

優しい思いから孫を戒めました。ドゥルヴァ・マハーラージャは祖父の意図を理解し、すぐ

に戦いをやめました。このçrutena bhüyasä（シュルテーナ ブフーヤサー）は「いつも聞くことで」

という意味で、この節では重要な意味がこめられています。献愛奉仕についていつも聞くこ

とで、献愛奉仕の道では有害な怒りの力を抑えることができます。シュリーラ・パリークシ

ット・マハーラージャは、主の崇高な娯楽を聞きつづけることが物質的病をすべて治す万能

薬であると言いました。ですから、だれでも最高人格主神について聞きつづけなくてはなり

ません。聞くことでいつも心は落ち着き、その結果、精神生活の高まりが邪魔されることは

ありません。 

ドゥルヴァ・マハーラージャが邪悪な者たちに激高したのはまったく適切なことでした。

このことで、ナーラダに教えをさずかって献愛者になったヘビが、「誰も噛んではいけない」

と諭された逸話があります。ヘビはほかの生き物をかみ殺す本性を持っていますが、そのヘ

ビは献愛者になったことから、それを禁じられました。ところが住⺠たちはヘビが暴力を放

棄したことに乗じて、とくに子どもたちは、ヘビに石をぶつけるようになりました。それで

もヘビは精神指導者の教えを守り、だれも噛むことはありませんでした。しばらくして精神

指導者ナーラダに会ったとき、ヘビは窮状を訴えました。「私は、悪気のない者を噛むとい

う悪癖を捨てました。しかし、みんな私に石を投げていじめるのです」。このことばを聞い

たナーラダ・ムニはヘビに教えました。「噛んではいけない。しかし、噛もうとする意思表

示をして鎌首を膨らませることを忘れてはいけない。そうすれば、みんなおまえから離れて

いく」。このように、献愛者はどんなときでも暴力はふるいません。あらゆる善なる気質を

さずかる資格を持っているのです。しかし一般社会では、他人から危害を受けることがあり

ますから、怒ることを忘れてはなりません。その悪人を追い払うためにも。 

 

第３２節第３２節第３２節第３２節 

 

YaeNaaePaSa*íaTPauåzaçaek- oiÜJaTae >a*XaMa( ) 
Na buDaSTaÜXa& GaC^eidC^à>aYaMaaTMaNa" )) 32 )) 

 
イェーノーパスリシュタートゥ プルシャール 

yenopasåñöät puruñäl 
 

ローカ ウドゥヴィジャテー ブフリシャンム 

loka udvijate bhåçam 
 

ナ ブダハス タドゥ・ヴァシャンム ガッチェードゥ 

na budhas tad-vaçaà gacched 
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イッチャンー アバハヤンム アートゥマナハ 

icchann abhayam ätmanaù 
 

yena—それによって; upasåñöät—圧倒されて; puruñät—その人物によって; lokaù—だ

れもが; udvijate—恐れて; bhåçam—非常に; na—決してない; budhaù—博識な人物; tat—

怒りの; vaçam—支配されて; gacchet—行くべきである; icchan—望んでいる; abhayam—

恐れのないこと、解脱; ätmanaù—自己の。 
 

物質界から解放されたいと願う人物は、怒りにあやつられてはならない。怒りに惑わ物質界から解放されたいと願う人物は、怒りにあやつられてはならない。怒りに惑わ物質界から解放されたいと願う人物は、怒りにあやつられてはならない。怒りに惑わ物質界から解放されたいと願う人物は、怒りにあやつられてはならない。怒りに惑わ

された人間は、人々の不安の元凶になるからである。された人間は、人々の不安の元凶になるからである。された人間は、人々の不安の元凶になるからである。された人間は、人々の不安の元凶になるからである。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

献愛者、あるいは神聖な人物は、他人に恐怖を与える元凶になってはいけませんし、だれ

も献愛者に恐怖を与えてはいけません。敵意を持たずに人と接する人は、だれも敵を作りま

せん。しかしイエス・キリストの場合、敵がいたためにイエスはその敵に磔にされました。

邪悪な心を持つ者たちはいつの世でもいるものですし、かれらは神聖な人物にでさえ欠点を

見つけようとします。しかし神聖な気質をもつ人物は、最悪の挑発を受けても決して怒りま

せん。 
 

第３３節第３３節第３３節第３３節 

 

hel/Na& iGairXa>a]aTauDaRNadSYa TvYaa k*-TaMa(    ) 
YaÂiganvaNa( Pau<YaJaNaaNa( >a]aTa*ganaiNaTYaMaizRTa" )) 33 )) 

 
ヘーラナンム ギリシャ・ブフラートゥル 

helanaà giriça-bhrätur 
 

ダハナダッシャ トゥヴァヤー クリタンム 

dhanadasya tvayä kåtam 
 

ヤジ ジャグフニヴァーン プニャ・ジャナーン 

yaj jaghnivän puëya-janän 
 

ブフラートゥリ・グフナーン イティ アマルシタハ 

bhrätå-ghnän ity amarñitaù 
 

helanam—不敬な行為; giriça—主シヴァの; bhrätuù—その弟; dhanadasya—クヴェー

ラに; tvayä—お前によって; kåtam—行なわれた; yat—なぜなら; jaghnivän—お前は殺し

た; puëya-janän—ヤクシャ族; bhrätå—お前の弟の; ghnän—殺害者たち; iti—そのように

（考えている）; amarñitaù—怒って。 
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ドゥルヴァよ。おまえは、ヤクシャ族が自分の弟を殺したと考えたために、かれらをドゥルヴァよ。おまえは、ヤクシャ族が自分の弟を殺したと考えたために、かれらをドゥルヴァよ。おまえは、ヤクシャ族が自分の弟を殺したと考えたために、かれらをドゥルヴァよ。おまえは、ヤクシャ族が自分の弟を殺したと考えたために、かれらを

大勢殺害した。しかしおまえの行為は、主シヴァの兄弟で半神たちの財産を管理するク大勢殺害した。しかしおまえの行為は、主シヴァの兄弟で半神たちの財産を管理するク大勢殺害した。しかしおまえの行為は、主シヴァの兄弟で半神たちの財産を管理するク大勢殺害した。しかしおまえの行為は、主シヴァの兄弟で半神たちの財産を管理するク

ヴェーラの心を刺激している。クヴェーラと主シヴァに不敬をはたらいていることを認ヴェーラの心を刺激している。クヴェーラと主シヴァに不敬をはたらいていることを認ヴェーラの心を刺激している。クヴェーラと主シヴァに不敬をはたらいていることを認ヴェーラの心を刺激している。クヴェーラと主シヴァに不敬をはたらいていることを認

識するのだ。識するのだ。識するのだ。識するのだ。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主マヌはドゥルヴァ・マハーラージャに、「おまえの行為は主シヴァと、その兄弟である

クヴェーラを冒涜している。ヤクシャ族はクヴェーラの家系に属しているからである」と教

えています。ふつうの人々ではなかったのです。ゆえに、このような人々はpuëya janän（プ

ニャ ジャナーン）「敬虔な人々」と呼ばれています。しだいにクヴェーラの心は動揺していた

ため、ドゥルヴァ・マハーラージャはクヴェーラの心を静めるよう助言を受けたのでした。 
 

第３４節第３４節第３４節第３４節 

 

Ta& Pa[SaadYa vTSaaéu SaàTYaa Pa[é[Yaaei¢-i>a"   ) 
Na YaavNMahTaa& TaeJa" ku-l&/ Naae_i>a>aivZYaiTa )) 34 )) 

 
タンム プラサーダヤ ヴァトゥサーシュ 

taà prasädaya vatsäçu 
 

サンナテャー プラシュラヨークティビヒヒ 

sannatyä praçrayoktibhiù 
 

ナ ヤーヴァン マハターンム テージャハ 

na yävan mahatäà tejaù 
 

クランム ノー ビヒバハヴィッシャティ 

kulaà no 'bhibhaviñyati 
 

tam—彼を; prasädaya—なだめる; vatsa—我が子; äçu—すぐに; sannatyä—お辞儀をす

ることで; praçrayä—敬意をこめた振る舞いによって; uktibhiù—礼儀を尽くした葉で; na 

yävat—〜の前に; mahatäm—偉大な人物たちの; tejaù—強い怒り; kulam—家族; naù—

我々の; abhibhaviñyati—影響を及ぼす。 
 

我が子よ。このことを考慮し、すぐにクヴェーラに礼儀を尽くしたことばや祈りをさ我が子よ。このことを考慮し、すぐにクヴェーラに礼儀を尽くしたことばや祈りをさ我が子よ。このことを考慮し、すぐにクヴェーラに礼儀を尽くしたことばや祈りをさ我が子よ。このことを考慮し、すぐにクヴェーラに礼儀を尽くしたことばや祈りをさ

さげ、なだめなくてはならない。かれの激しい怒りが我々の家系に混乱をもたらさないさげ、なだめなくてはならない。かれの激しい怒りが我々の家系に混乱をもたらさないさげ、なだめなくてはならない。かれの激しい怒りが我々の家系に混乱をもたらさないさげ、なだめなくてはならない。かれの激しい怒りが我々の家系に混乱をもたらさない

ように。ように。ように。ように。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

一般的なつきあいのなかでは、だれとでも友好的な関係を築く必要がありますから、まし

てクヴェーラのような高尚な半神に対しては十分な注意をはらわなくてはなりません。自分

の行為がもとでだれかを怒らせ、そのために個人、家族、社会を傷つけるようなことがあっ

てはなりません。 
 

第３５節第３５節第３５節第３５節 

 

Wv& SvaYaM>auv" PaaE}aMaNauXaaSYa MaNauDa]uRvMa(  ) 
TaeNaai>aviNdTa" Saak-Ma*izi>a" SvPaur& YaYaaE  )) 35 )) 

 
エーヴァンム スヴァーヤンムブフヴァハ パウトゥランム 

evaà sväyambhuvaù pautram 
 

アヌシャーッシャ マヌル ドゥルヴァンム 

anuçäsya manur dhruvam 
 

テーナービヒヴァンディタハ サーカンム 

tenäbhivanditaù säkam 
 

リシビヒヒ スヴァ・プランム ヤヤウ 

åñibhiù sva-puraà yayau 
 

evam—このように; sväyambhuvaù—主スヴァーヤンブヴァ・マヌ; pautram—自分の孫

に; anuçäsya—教えを授けたあと; manuù—主マヌ; dhruvam—ドゥルヴァ・マハーラージ

ャに ; tena—彼によって ; abhivanditaù—〜にお辞儀を捧げたあと ; säkam—一緒に ; 

åñibhiù—聖者たちと; sva-puram—自分の住居へ; yayau—行った。 
 

こうして、スヴァーヤンブヴァ・マヌは孫ドゥルヴァ・マハーラージャに教えをさずこうして、スヴァーヤンブヴァ・マヌは孫ドゥルヴァ・マハーラージャに教えをさずこうして、スヴァーヤンブヴァ・マヌは孫ドゥルヴァ・マハーラージャに教えをさずこうして、スヴァーヤンブヴァ・マヌは孫ドゥルヴァ・マハーラージャに教えをさず

けたあと、ドゥルヴァから敬意をこめたお辞儀を受けた。そして主マヌは、偉大な聖者けたあと、ドゥルヴァから敬意をこめたお辞儀を受けた。そして主マヌは、偉大な聖者けたあと、ドゥルヴァから敬意をこめたお辞儀を受けた。そして主マヌは、偉大な聖者けたあと、ドゥルヴァから敬意をこめたお辞儀を受けた。そして主マヌは、偉大な聖者

たちとともにそれぞれの住居にもどっていった。たちとともにそれぞれの住居にもどっていった。たちとともにそれぞれの住居にもどっていった。たちとともにそれぞれの住居にもどっていった。 

 

 これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第４編・

第11章、「スヴァーヤンブヴァ・マヌ、ドゥルヴァ・マハーラージャに停戦を求める」の要

旨解説を終了します。 


